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―The average features of 48 companies, and their management concept and management strategy―
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（要旨）

　本研究は、静岡県中東部地区に本社を置く地元企業について、その平均的な姿を明らかにすべく、東京商工リサーチ

の企業情報データベース「ＴＳＲ」を利用して一定条件を満たす 1,477 社を抽出し、資本区分、企業規模、経営者、業

績などの視点からその特徴を整理分析したものである。さらに、それら企業の中から、50 年以上の社歴を有し、かつ

順調な業績を維持している企業 48 社を「長寿高業績企業」として特定し、経営理念、経営戦略の観点を加味して、そ

の特徴を明らかにした。また、企業業績と理念等との相関についても分析を行ったものである。結論の要点は、次の３

点。

①静岡県中東部地区に本社を置く 1,477 社の地元企業は、中小企業（資本金 1 億円未満）が社数で８割強を占めるも

のの、その規模は全国平均を大きく上回っており、また、製造業のウェイトが高いことが特徴となっている。なお、

業績面では、全国平均をやや下回っている状況にある。

②長寿高業績企業 48 社についてみると、その平均社歴は 80 年を超え、売上高の平均値も 200 億円を上回るなど、伝

統ある大企業・中堅企業（資本金 1億円以上）が半数を占める。しかし、一方で中小企業も半数を占めており、小

規模な企業であっても業績を維持し長期に亘り存続しうることが明らかになった。

③長寿高業績企業は、長寿低業績企業（社歴 50 年以上、低業績）との対比において、経営理念、特にビジョン（将

来の姿）を明示することに積極的である。また、経営戦略の面でも海外への展開、および国内では地域性の活用や

特定企業との関係構築に前向きに取組んでいる企業が多い。さらに、ビジョンの開示姿勢やこれらの戦略について

は、企業業績に対し、緩やかではあるが一定の正の相関を有することが統計的にも確認できた。

（キーワード）
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（英文要旨）

This research has carried out the purpose of clarifying the average figure of the local business companies which 
assign the head office in the Shizuoka Central and Eastern District. 

We extracted 1,477 business companies which fulfill some conditions from the business information database 
“TSR” of Tokyo Shoko Research and then conducted several analysis of the features based on several viewpoints, 
such as capital classification, a size of business, a top management, and financial positions. Furthermore, we 
specified 48 companies out of these companies as a “long-life high performance company”, which have the history 
of company for 50 years or more maintaining high corporate achievements, and also specified 47 companies having 
same corporate life time with low corporate achievements as “long-life low performance company”. The main 
purpose of this research is to analyze the correlation between their corporate performance and their features of 
management concept and the management strategy of the two groups of corporations.

The most important result is that moderate positive correlation exists between corporate performance and these 
features, while the long-life high performance company is positive to disclose a statement of a management 
concept, especially a corporate vision, in contrast with a long-life low performance company. 

（目次） １．本研究の概要　－　目的、背景、特徴

 ２．先行研究等　　
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 ４．まとめ　－　結論、考察、課題

 参考文献、注、付表
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１．本研究の概要

⑴　目的と背景

　経営学の大家である P.F. ドラッカー（1973, p14-21）
が指摘しているように、企業の存在意義は、単純な利潤

最大化ではなく、社会的に有益な新たな価値を継続して

提供すること（マーケティングとイノベーション）であっ

て、その結果として高業績を維持し、長く事業体として

継続・存続することが可能となると考えられる。

　しかるに、本学の拠点の一つとなっている静岡県中東

部地区は、我国でも有数の産業集積地域であり、自動車

部品、紙パルプ、食品、製薬などの大規模工場が立地し

ているだけではなく、この地区に本社を置く優良企業が

多数存在し、かつ江戸期以前に創業され百年以上の歴史

を有する伝統ある地元企業も少なからず存在している。

　しかしながら、本学富士キャンパスに在籍する学生の

就職活動を見ると、この様な中小企業の集積する地域で

あるにもかかわらず、知名度のある有名大手企業や食品・

飲食・小売など、日常接触のある企業にのみ人気が集中

し、紙パルプや自動車部品などモノ作りの分野において

高い技術やユニークな製品を有し、活力溢れ堅実な経営

を行っている地元中小企業に目を向けないという傾向が

あるように思われる。また、地元中小企業においても、

学生に対するＰＲが不十分であるために、情報が十分に

学生に行き渡っていないことも、その様な傾向が生じる

一つの要因となっている。

　本学富士キャンパスにおいては、この様な状況を少し

でも改善することを目指し、キャリアサポートセンター

を中心に当該地区に本社を置く優良企業のデータベース

の構築と、規模は小さいものの地域に根差したユニーク

な事業活動を展開している地元中小企業の事例紹介等に

努めて来た 1）。

　本研究では、この様な本学富士キャンパスにおける活

動と、冒頭で示した企業の存在意義に関する考え方をも

踏まえ、静岡県中東部地区に本社を置き一定以上の条件

を具備している企業 1,477 社、さらにはその中から創業

後 50 年以上に亘る社歴を有し、かつ順調な業績（詳細

後述）を維持している長寿高業績企業の２つの企業グ

ループを選定し、次の２点を目的とする分析を行った。

①２つの企業グループに関する平均的姿を整理し、そ

の特徴を明らかにすること

②長寿高業績企業 48 社について、その経営理念と経

営戦略に関する情報を収集整理するとともに、企業

業績とそれらの関連を分析すること。

　これによって、静岡県中東部地区に本社を置く企業に

関する知見を深めるとともに、企業の将来性・継続性を

判断する上で、経営理念・経営戦略をどの様な観点から

チェックし検討する必要があるかについて、本学学生の

就職活動をも念頭におき、有益な情報を提供することを

意図して本研究を行ったものである。

⑵　本研究の特徴

　本研究の特徴は、次の４点である。

①「静岡県中東部地区」に本社を置く株式会社に限定

した分析を行っていること。

②財務データ等の定量情報のみでなく、東京商工リ

サーチの企業データベースＴＳＲに収録されている

情報を活用し、社歴、資本区分、社長経歴、メイン

銀行等の「定性的情報」を含む計 25 個の観点から、

地元企業の平均的姿を整理したこと。

③長寿高業績企業 48 社等について、そのホームペー

ジ掲載事項を基に、「経営理念」、「経営戦略」に関

する情報を収集し、その内容や戦略パターンに関す

る比較分析を行ったこと。

④さらに、これらの企業について、経営理念や経営戦

略などの定性的要因が、その「業績」とどの様に「相

関」しているかについて統計解析を実施し、一定の

知見を抽出したこと。

　なお、上記①②の静岡県中東部地区の地元企業に関す

る公刊資料としては、財務省の法人統計などの政府統計

があるが、定性的情報は対象となっておらず、また地域

別データについても基本的には県単位の情報であり、静

岡県中東部地区に限定した企業統計は存在しない。また、

③④の点について見ても、企業の経営理念、経営戦略の

実態調査、および企業業績との相関に関する実証研究は

多数存在するものの、静岡県ないしは同東部地区の企業

に対象を限定した研究は、本件のほかには例がないと考

えられる。

２．先行研究等の概要

⑴　静岡県中東部地区における企業の平均的姿

　静岡県中東部地区における企業の平均的姿を知るため

に利用できるものとしては、各種の政府統計、および本

件で利用した東京商工リサーチの企業データベース「Ｔ

ＳＲ」など民間の企業データが存在する。このうち、政

府統計 2）については、先述したように定性情報や地域

単位での利用可能性に制約が多い。他方で、民間の企業

情報は網羅性の点で必ずしも十全ではないと考えられ、

また多額の利用料が発生する点で難があるものの、個別

企業にまで遡及した分析や各種データの再編加工も可能

である点、さらには企業の信用度を総合的に示すランク

付けを各データベース独自の手法で行い開示している点

でも非常に利用価値が高い。
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　なお、全国的な企業データベースとして電子情報の形

態で提供されているものとしては、本研究で採用したＴ

ＳＲの他に帝国データバンクの「ＣＯＳＭＯＳ」がある

が、静岡県下の収録企業数、および企業概況等の定性情

報の収録項目数などの観点から本研究ではＴＳＲをデー

タベースとして採用した。また、静岡県に限定した企業

データとしては、静岡経済研究所が毎年発行している「静

岡県会社要覧」があるが、収録対象企業が静岡銀行取引

先を中心としたものであり（収録社数：計 4,187 社）利

用形態もパソコン上での再編集加工が出来ない構造と

なっている点、さらに、企業の信用格付けを開示してい

ない点などで制約が多い。

　静岡県に本社を置く地元企業について、マクロ的な観

点から平均的姿の時系列変化を分析したものとしては、

静岡経済研究所（2003）があるが、対象企業（861 社）

が静岡県全域に及ぶこと、また、分析項目も財務データ

と従業員数に限定されたものとなっている。

⑵　静岡県中東部地区における優良企業等の個別定性情

報

　静岡県中東部地区に本社を置く個別企業について、ヒ

アリングなどを基に沿革、特徴、経営理念や経営戦略等

の定性的な情報を中心に紹介・開示しているものとして

は、静岡県経済産業部商工業局の「静岡の元気な企業」（東

部地区掲載企業数：累計 186 社）のほか、中小企業庁の

「元気なモノ作り中小企業」（東部地区掲載企業数：累計

７社）があり、また静岡県や各地商工会議所等の発行す

る大学生向け就職ガイドブックにも当該地区の様々な企

業の定性情報が掲載されている。

　これらは、個別企業に関する定性情報を多く含んでい

る点で有益であるが、他方で、当該企業がとりあげられ

ている根拠・基準については必ずしも客観的な基準が明

記されていない点で、本件研究においては参考情報とし

て留めざるを得ないものとなっている。

　一方、坂本光司（1996）は、学術的な観点から静岡県

下の中堅中小企業について広くアンケート調査を行い、

何らかの分野において日本一の商品・技術を有する企業

（計 110 社）をリスト化し、企業概要や商品概要などの

定性情報を含めて個別企業を紹介整理する研究を実施し

ている。この研究は、同氏がその後全国の企業を対象と

して発表した一連の著書（2003 ほか）のスタート台と

なったものと考えられ、先駆的な業績として位置付け得

るものであるが、次項に述べるような観点、すなわち、

経営理念や経営戦略の類型化、業績との相関関係の定量

的分析については十分には展開されていない。

⑶　経営理念に関する先行研究

　経営理念については、その定義、構成要素、機能、経

営戦略との相互関係、浸透方法、および企業業績との相

関関係などを巡って多くの研究が行われている。

　日本における経営理念の研究は、1960 年代に遡ると

されているが、体系的に整理された代表的な研究として

は、奥村悳一（1994）があるほか、近年では柴田仁夫（2013）

が最新の研究成果を網羅した論文を発表している。

　具体的にみると、まず経営理念の定義については、柴

田（2013, p27）が指摘するように、研究者が様々な案

を提示しており、特定の定義が存在する状況にはない。

他方、経営理念の構成要素については、奥村（1994, 
p8）が提示した「目的・存在意義」「事業範囲・方向性」

「価値観」の 3 階層からなるとする考え方が多くの研究

者に支持されていると言える 3）。これは、米国ハーバー

ド大学の R.S. キャプランら（2008, p47-51）が開発した

総合的経営管理ツールであるバランスト・スコアカード

における戦略策定のための３つの基本コンセプト、「ミッ

ション（使命）」「ビジョン（将来の姿）」「バリュー（価

値観）」にほぼ対応する概念であるとも考えられよう。

次に、経営理念と企業業績の相関関係に関する研究につ

いて見ると、欧米では F. R. デビッド（1989）などによ

る初期の実証研究においては否定的な結果が示されてい

たが、1990 年代に入り超優良会社（ビジョナリーカン

パニー）を研究した J.C. コリンズら（1994）によって

基本理念（Core ideology）の重要性が認識されるよう

になっている。他方、日本においては、古くは加護野忠

男ら（1983）による研究をはじめ、近時では、楢崎賢吾

（2011）、戸前壽夫（2000）、飛田努（2010）、久保克行ら

（2005）など多くの実証研究が行われており、経営理念、

特に明確なビジョン（将来の姿）を有していることと、

高い企業業績との間に一定の正の相関関係が存在するこ

とが示されている。

⑷　経営戦略の類型に関する先行研究等

　経営戦略は経営学の最重要分野の一つであり、研究内

容も極めて多岐にわたっているが、その内容はポジショ

ニング系とリソース系の２つに大別される。近時の研究

動向を網羅したものとしては、塩次喜代明（1996）や小

林一（2011）などがある。ポジショニング系の考え方は、

有名な M.E. ポーター（1985）の競争優位戦略に代表さ

れるものであり、経営戦略をコストリーダーシップ、差

別化、集中化の 3つに類型化し、市場や企業の特性に応

じていずれかの戦略によって持続的な競争優位を形成維

持することを提唱するものである。このポジショニング

系の考え方は、顧客ないしは市場との関係で戦略を捉え

ようとするものであり、リソース系の戦略論が人的資源
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など企業内部の経営資源の特性に重点を置く点に比し

て、外部の観測者の視点からは、その内容が判定し易い

面があると言えよう。

　次に、中小企業の経営戦略に関する文献としては、毎

年発行される中小企業庁の中小白書がある。当該時点に

おける重要テーマを設定し、中小企業の現状、課題を分

析、方向性を提示し、さらにユニークな具体事例を紹介

していのが特徴である。他方、体系的・理論的に中小企

業の経営戦略を類型化したものとしては、関満博ら

（1997, p17-19,226-231）が市場を中低級品と高級品に２

分したうえで、中低級品市場では「海外雄飛型」の戦略、

高給品市場においては「内需志向型」の戦略をとるべき

であるとしている。さらに内需型を地域性やブランド、

品質・納期、固有技術などによって「差別化」すること

を徹底志向する戦略と、情報通信、衣食住、健康余暇、

資源環境、福祉介護などの「21 世紀型新市場」を志向

する戦略の２つに類型化して示している。また、井上善

海ら（2009）は、中小企業の戦略を新事業開発、多角化、

Ｍ＆Ａ、グローバル戦略、競争優位、ＯＥＭ、ネットワー

ク化、環境経営の８つの観点から類型化して論じている。

　他方、経営戦略と企業業績の関係を実証的に研究した

ものとしては、北洞忠宏（1999）などがある。北洞は経

営戦略を「基本戦略」（差別化と事業範囲の定め方）と「機

能戦略」（マーケティングや技術開発等への注力の仕方）

の２つの観点から検討し、アンケートに回答した中小企

業３７７社の企業業績との相関分析を行っている。そし

て、差別化などの基本戦略が高業績をもたらすための条

件として、機能戦略を基本戦略にシンクロナイズさせる

ことの重要性を指摘している。

３．本研究の内容　－　方法、分析結果等

⑴　本研究の基礎としたデータベース等について

　本研究の基礎とした東京商工リサーチの企業情報デー

タベース「ＴＳＲ」の概要は、次の通りである。

　　・データ時点　：　２０１１年７月末時点

　　・収録対象　　；　国内企業　１３１万法人

　　　　　　　うち静岡県内企業約　　４万法人

　　・収録データ　：　３９項目

なお、経営理念、経営戦略については、ＴＳＲには情報

がないため、各社がインターネット上に開示している

ホームページ掲載情報を基に内容を整理した。

　本研究においては、これらの情報を基に大きく３つの

段階に分けて検討を行った。その概要は、次の通りであ

る。

⑵　第 1段階：企業データ整備と平均的姿の整理分析

①　検討作業の内容と方法

（作業１）

　最初の作業として、東京商工リサーチの企業情報デー

タベース「ＴＳＲ」を基に、次の６条件を全て満たす企

業 1,477 社を抽出した。条件 3、4 は本件分析の母集団

企業として最低限の企業規模を有し、かつ一定の業績を

確保している企業を設定することを意図したものであ

る。これらは、本学学生が就職活動を行う対象企業とし

ての最低条件とも言うべき条件を念頭においたものでも

あり、いわば、静岡県中東部地区における「一般的就活

対象企業」としてイメージできる企業を抽出する基準と

しての意味を有する。なお、条件 4の「ＴＳＲ評点」4）は、

東京商工リサーチが独自に開発設定している企業評価尺

度であり、本研究においては、企業業績の高低を判定す

るにあたり、原則として本評点の高低をその基準として

採用している。条件 5，6 は、財務データに関する比較

可能性を担保するためのものである。

条件１　株式会社であること

条件２　本社が静岡県中東部の 12 市 9 町の何れかに

所在すること 5）

条件３　売上高５億円以上

条件４　ＴＳＲ評点　45 点以上

条件５　直近の決算データの対象期間 12 ケ月

条件６　売上高、従業員数の実データが存在すること

（作業２）

　次に、上記作業１により抽出した企業のうちから、さ

らに次の 3条件を全て満たす企業 48 社を抽出した。

条件７　創業後５０年以上経過

条件８　ＴＳＲ評点　６１点以上

条件９　従業員数　５０人以上

（作業３）

　また、上記とは別に作業１により抽出した企業のうち

から、次の３条件全てを満たす企業 47 社を抽出した。

条件10　創業後５０年以上経過

条件11　ＴＳＲ評点　４９点以下

条件12　従業員数　５０人以上

　本研究においては、作業１により抽出した企業 1,477
社を「全企業」、さらに、そのうち、作業２により抽出

した企業 48 社を便宜上「長寿高業績企業」、残余の企業

1,429 社を同様に「一般企業」と呼ぶこととする。また、

「一般企業」のうち、特に作業３により抽出した企業 47

社を「長寿低業績企業」と呼ぶ。本研究が対象とする企

業群を整理すれば、表１の通りである。

　第 1段階においては、こうして抽出しグループ化した

企業について、ＴＳＲの企業情報を基に、次の１４個の

視点から比較分析を行った。
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表１　分析対象企業群と定義

区　　分 社数 評点 社歴

一般企業 ①－②

（うち長寿低業績企業） ③
1429

（47）

45 ～ 60

（45 ～ 49）（50年以上）

長寿高業績企業 ②  48 61 以上 50 年以上

全企業　計 ① 1477 45 以上

（注）②③は従業員数５０人以上である点に注意

（概要） ・社数・平均年齢・平均ＴＳＲ評点

（企業特性） ・上場区分・業態区分 6）・資本区分 7）

 ・本社所在地　・業種

 ・規模（売上高、資本金、従業員数）

 ・社長（年齢、性別、学歴）8）

 ・メイン銀行

（業績） ・従業員一人当たり売上高

 ・当期損益および対売上高当期損益比率

 ・自己資本比率

　なお、本研究において抽出した全企業等の特徴を検討

するため、財務省の法人企業統計（2011 年）を基に、

全国の法人企業の平均値を整理した。その結果は、表２

の通り。

表２　全国法人の平均的姿

（備考） 財務省の法人統計（2011 年）より作成

集計対象は資本金 10 百万円以上の法人

大企業・中堅企業＝資本金１億円以上、中小企業

＝資本金１億円未満の法人とした

②分析結果

　今回抽出した全企業（計 1,477 社）と長寿高業績企業

（計 48 社）の平均的姿を、１４個の視点で分析整理した。

その結果は、表３の通りである。

　まず、「全企業」については、全国の法人企業との比

較の   観点をも勘案し、次の諸点がその特徴として指摘

できる。

・ＴＳＲ評点は 53 点、社歴の平均は 47 年である。オー

ナー企業が６割を占めており、静岡、駿東、岳南の３

地域にほぼ均等に立地している

・業種については、製造業の構成比が企業数で４割弱（全

国平均は 17%）に達しており、特に紙パルプ、自動

車関連、食品などの業種の構成比はいずれも５％を超

える水準となっている。

・社長は、平均年齢 52 歳であり、日本大学などの私立

大学卒業者が全体の４割を占め 4）、女性社長も 3％（44

社）存在する。静岡銀行をメインバンクとする企業が

ほぼ半数を占めるが、信用金庫も 14％、また、優良

企業を中心に三菱ＵＦＪ銀行などメガバンク等も全体

の 12％の企業でメイン銀行となっている。

・上場企業や大企業・中堅企業の比率が高く、売上高（平

均値 52 億円）、資本金（同 1.7 億円）、従業員数（同

113 人）でみた企業規模は、全国法人企業平均値の２

～４倍の規模となっている

・他方、対売上高当期損益比率（平均値 1.2％）や自己

資本比率（同 33％）などの財務指標においては、全

国平均（対売上高当期損益比率 1.5％ , 自己資本比率

38%）をやや下回っている。

　次に、「長寿高業績企業」について見ると、その社数（48

社）は全企業の３％に留まる。当然のことではあるが、

ＴＳＲ評点の平均値は 63 点と高水準であり、全企業平

均を大幅に上回っており、社歴でも平均値は 80 年を超

え倍近い値となっている。具体的な企業事例としては、

200 年以上の社歴を有する総合物流業のアオキトラン

ス、天野回漕店のほか、ＴＳＲ評点 68 以上の企業とし

ては産業用電機機器総合商社の三明、自動車用バックミ

ラー製造で国内トップの村上開明堂、都市施設建設業の

木内建設があり、また、女性社長の企業では充填機メー

カーの静甲、船舶用計測機メーカーの明陽などがある。

　これら長寿高業績企業の特性として、次の点が統計上

も有意な点として指摘できる。

・静岡市本社が約７割を占める（48 社中 32 社）

・社長の平均年齢は 59 歳と高い

・メイン銀行は、地銀に加えてメガバンク等の割合が相

対的に高く、48 社中３分の１の 15 社を占める

・上場企業（48 社中 10 社）や大企業・中堅企業（48 社

中 24 社）が多く、企業規模を示す売上高（平均値
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（作業１） 

最初の作業として、東京商工リサーチの企業情報デ
ータベース「ＴＳＲ」を基に、次の６条件を全て満た
す企業 1,477 社を抽出した。条件 3、4 は本件分析の
母集団企業として最低限の企業規模を有し、かつ一定
の業績を確保している企業を設定することを意図した
ものである。これらは、本学学生が就職活動を行う対
象企業としての最低条件とも言うべき条件を念頭にお
いたものでもあり、いわば、静岡県中東部地区におけ
る「一般的就活対象企業」としてイメージできる企業
を抽出する基準としての意味を有する。なお、条件 4

の「ＴＳＲ評点」4)は、東京商工リサーチが独自に開
発設定している企業評価尺度であり、本研究において
は、企業業績の高低を判定するにあたり、原則として
本評点の高低をその基準として採用している。条件5，
6 は、財務データに関する比較可能性を担保するため
のものである。  

 条件１ 株式会社であること 

条件２ 本社が静岡県中東部の 12市 9町の何れか
に所在すること 5)    

条件３ 売上高５億円以上 

条件４ ＴＳＲ評点 45点以上 

条件５ 直近の決算データの対象期間 12ケ月 

条件６ 売上高、従業員数の実データが存在する 

（作業２） 

次に、上記作業１により抽出した企業のうちから、
さらに次の3条件を全て満たす企業48社を抽出した。 
条件７ 創業後５０年以上経過 

条件８ ＴＳＲ評点 ６１点以上 

条件９ 従業員数 ５０人以上 

（作業３） 

  また、上記とは別に作業１により抽出した企業のう
ちから、次の３条件全てを満たす企業47社を抽出。 

  条件１０ 創業後５０年以上経過 

  条件１１ ＴＳＲ評点 ４９点以下 

  条件１２ 従業員数 ５０人以上 

（作業４） 

最後に、本研究においては、作業１により抽出した企
業1，477社を「全企業」、さらに、そのうち、作業２に
より抽出した企業４8社を便宜上「長寿高業績企業」、残
余の企業１，４２9 社を同様に「一般企業」と呼ぶこと
とする。また、「一般企業」のうち、特に作業３により抽
出した企業４7 社を「長寿低業績企業」と呼ぶ。本研究
が対象とする企業群を整理すれば、表１の通りである。    

第1段階においては、こうして抽出しグループ化した
企業について、ＴＳＲの企業情報を基に、次の１４個の
視点から比較分析を行った。 

  表１ 分析対象企業群と定義  

区  分 社数 評点 社歴 

一般企業    ①－② 

（長寿低業績企業） ③ 

1429 

(47) 

45以上 

(49以下) 

 

(50年以上) 

長寿高業績企業    ②  48 61以上 50年以上 
全企業 計         ① 1477 45以上  

（注）②③は従業員数５０人以上である点に注意  

 

（概要）    ・社数・平均年齢・平均ＴＳＲ評点 

（企業特性）・上場区分・業態区分 6)・資本区分 7)
 

・本社所在地 ・業種 

・規模（売上高、資本金、従業員数） 

・社長（年齢、性別、学歴）8)
 

        ・メイン銀行 

（業績）  ・従業員一人当たり売上高 

           ・当期損益および対売上高当期損益比率      
      ・自己資本比率 

なお、本研究において抽出した全企業等の平均的姿を
検討するため、基礎情報として財務省の法人企業統計
（2011年）を基に全国の法人企業の平均値を整理した。
その結果は、表２の通り。 

  

（備考）財務省の法人統計（2011年）より作成 

    集計対象は資本金１０百万円以上の法人 

    大企業・中堅企業＝資本金１億円以上、中小企業＝資
本金１億円未満の法人とした 

 

②分析結果 

 今回抽出した全企業（計1,477社）と長寿高業績企業

      　　　　　表２　全国法人の平均的姿
　　　　　　　　　　（社、百万円、人、百万円/人）

全国法人
１．法人数 1,081,454
２．上場区分 上場 3,559

非上場 1,077,895
計 1,081,454
　　（上場比率） 0.3%

３．業態区分 大企業・中堅企業 31,918
中小企業 1,049,536
計 1,081,454
　　　（中小企業比率） 97.0%

４．業種 製造業 185,994
非製造業他 895,460
計 1,081,454
　　　（製造業比率） 17.2%

５．規模 売上高 1,168
資本金 92
従業員数 31

６．業績 従業員一人当り売上高 38
当期損益 17
同対売上高比率 1.5%
自己資本比率 37.7%
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242 億円）、資本金（同 11 億円）、従業員数（同 319 人）

の面でも全企業平均の３～８倍の水準にある。

・従業員一人当たり売上高（平均値 0.7 億円）、当期損

益や同利益率（同 2.8％）、自己資本比率（同 55％）

などの収益力、財務安定性の面でも大きく全企業の平

均値を上回っている

　一方で、オーナー会社か否か、業種区分については、

全企業との間に統計上は有意な差異は確認できなかった。

　なお、社歴 50 年を超える企業 12 社が存在するホテル・

旅館業において、長寿高業績企業が抽出されなかった点、

また、中小企業（資本金１億円未満）が全体の半数（42

社中 24 社）を占める結果となった点は、筆者の予想に

反するものであった。特に後者の点については、長寿高

業績企業のうち、資本金 50 百万円以下、かつ従業員数

100 人以下の２条件をともに満たす「小企業」ともいえ

る企業が 48 社中７社も存在する結果となったことと併

せ、企業の業績や存続条件を検討する上で注目に値する

点であると思料される。

⑶　第２段階：経営理念、経営戦略の情報収集と整理分

析

①作業の内容と方法

　第２段階においては、長寿高業績企業 48 社と長寿低

業績企業 47 社の計 95 社について、ホームページに掲載

されている情報を基に、経営理念、経営戦略に関する整

理と類型化を実施し両グループ間の差異分析を行った。

　経営理念の定義、およびその構造・構成要素をどの様

に設定するかについては、先行研究の項でも述べた様に

様々な見解があるが、本研究においては、奥村悳一

（1994,p2-3）、および R.S. キャプランら（2008,p47-51）
の考え方を基に次の様に設定することとした。

（定義） 企業経営について、経営者ないし会社が公表し

た信念

（構成要素）

　・ミッション（使命、存在意義）　

　・ビジョン（将来の姿、長期の到達目標）

　・バリュー（行動規範、価値観）　

表３　全企業と長寿高業績企業の平均的姿

（注） 区 分 欄：○印は、当該項目について、全企業と長寿高業績企業との間に有意な差異が存在することを表す（危険率５％）

業態区分：大企業・中堅企業は資本金１億円以上、中小企業は資本金１億円未満の企業とした

資本区分：オーナー企業は、社長が上位（1位または 2位）の株主である場合
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（計 48 社）の平均的姿を、１４個の視点で分析整理し
た。その結果は、表３の通りである。 

まず、全企業については、全国の法人企業との比較の   

観点をも勘案し、次の諸点がその特徴として指摘できる。 
・ＴＳＲ評点は53点、社歴の平均は47年である。オー
ナー企業が６割を占めており、静岡、駿東、岳南の３
地域にほぼ均等に立地している 

・業種については、製造業の構成比が企業数で４割弱（全
国平均は17%）に達しており、特に紙パルプ、自動車
関連、食品などの業種の構成比はいずれも５％を超え
る水準となっている。 

・社長は、平均年齢 52 歳であり、日本大学などの私立
大学卒業者が全体の４割を占め4)、女性社長も3％（44

社）存在する。静岡銀行をメインバンクとする企業が
ほぼ半数を占めるが、信用金庫も14％、また、優良企
業を中心に三菱ＵＦＪ銀行などメガバンク等も全体の
12％の企業でメイン銀行となっている。 

・上場企業や大企業・中堅企業の比率が高く、売上高（平
均値 52 億円）、資本金（同 1.7 億円）、従業員数（同
113 人）でみた企業規模は、全国法人企業平均値の２
～４倍の規模となっている 

・他方、対売上高当期損益比率（平均値 1.2％）や自己
資本比率（同33％）などの財務指標においては、全国
平均（対売上高当期損益比率1.5％, 自己資本比率38%）
をやや下回っている。 

次に、長寿高業績企業について見ると、その社数（48

社）は全企業の３％に留まる。当然のことではあるが、
ＴＳＲ評点の平均値は 63 点と高水準であり、全企業平
均を大幅に上回っており、社歴でも平均値は８０年を超
え倍近い値となっている。具体的な企業事例としては、
２００年以上の社歴を有する総合物流業のアオキトラン
ス、天野回漕店のほか、ＴＳＲ評点６８以上の企業とし
ては産業用電機機器総合商社の三明、自動車用バックミ
ラー製造で国内トップの村上開明堂、都市施設建設業の

 

表３ 一般企業と長寿高業績企業の平均的姿 

            

 （注）区分欄   ： ○印は、当該項目について、一般企業と長寿高業績企業との間に有意な差異が存在することを表す（危険率５％） 
     業態区分 ：   大企業・中堅企業は資本金１億円以上、中小企業は資本金１億円未満の企業とした 

資本区分 ： オーナー企業は、社長が上位（1位または2位）の株主である場合 

　　　　＜平均的姿＞
単位 区分 全企業 長寿高業績企業

①社数 社 - 1,477 48
概要 ②評点 点 ○ 53.3 62.9

③社歴 年 ○ 46.7 80.9
①上場区分 上場企業数 社 ○ 26 10

　　　　　（上場比率） ○ 1.8% 20.8%
②業態区分 大企業・中堅企業 社 ○ 213 24

中小企業 社 ○ 1,264 24
計 社 1,477 48
　　　　　（中小企業比率） 85.6% 50.0%

③資本区分 オーナー企業数 社 949 26
上場企業子会社その他 社 528 22
計 社 1,477 48

企業 　　　　　（オーナー比率） 64.3% 54.2%
特性 ④所在別 静岡市以外の地域 社 ○ 1,025 16

静岡市 社 ○ 452 32
計 社 1,477 48

⑤業種 製造業 社 544 23
非製造業・その他 社 777 25
計 社 1,477 48

⑥規模　　　　　売上高 億円 ○ 52 242
　　　　　　　　　 資本金 億円 ○ 1.7 11.1
　　　　　　　　　 従業員数 人 ○ 113 319
⑦社長　　　　　年齢 歳 ○ 52 59
⑧メイン銀行 信金 社 ○ 211 0

地銀 社 1,088 33
都銀等 社 ○ 178 15
計 社 1,477 48

①従業員１人当たり売上高 百万円 ○ 47 73
業績 ②当期損益 百万円 ○ 71 569

　 対売上高当期損益率 ○ 1.2% 2.8%
③自己資本比率 % ○ 33 55

　　　　　　比較項目
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静岡県中東部地区における長寿高業績企業の定量分析

　ミッションは、企業が何故存在するかを明らかにした

ものである。ビジョンは、ある時点までに「こうなって

いたい」と考える到達点、姿であり、一般に事業領域（ド

メイン）の定義と当該領域における地位や特徴を示すこ

とが必要と考えられる。バリューは、経営者や社員が仕

事を行う上で遵守し大切にすべき規範や姿勢 、働き方

や大切にする考え方である。一般に言われる「社是、社

訓、経営方針」などの文章は、これら３つの要素の全て

または一部が融合したものとなっており、本研究におい

ては上記の構成要素に分解整理して検討を行った。

　次に、経営戦略の類型化にあたっては、調査対象とす

る企業の大半が中小・中堅企業であること、ホームペー

ジなどの公開情報を基とする判定が必要であること、ま

た、類型判定にあたり恣意的な判断要素を排除し客観的

一律的な類型判定を行う必要があることを考慮しなけれ

ばならない。この様な条件に加えて、前述の中小企業の

戦略に関する関満博ら（1997）の先行研究、および筆者

がこれまで取組んで来た静岡県中東部地区に本社を置く

地元企業 15 社の経営戦略の個別分析から得た知見をも

踏まえ、本研究にいては「市場における競争優位」をど

の様に形成しようとしているかを主眼に、長寿企業の経

営戦略を次の７つの類型パターンに分類することとし

た。詳細については、安達（2013）を参照されたい。

＜海外展開＞　・海外への生産シフト　

　　　　　　　・海外市場の開拓

＜国内展開＞

　　差別化　・ＱＣＤ（品質・コスト・納期）強化

　　　　　　・統合サービス強化

　　集　中　・ニッチ戦略

　　　　　　・地域特性等の活用戦略

　　　　　　・特定企業との関係構築・強化

　ちなみに、これら７つの戦略パターンをM.E.ポーター

の競争優位のフレームワークを利用して簡潔に表示整理

すれば、図１の様に表現できるのではないかと考える 9）。

図１　競争優位フレームを活用した戦略類型

　上記の基準に基づいて、第２段階の作業として計 95

社の経営理念、経営戦略を、次の計７個の項目により整

理したほか、経営戦略については前述の７つの類型区分

による分類を実施した。

（開示姿勢） ・ホームページの有無

 ・社長挨拶文など経営理念、経営戦略

 などに関する記載の有無

（経営理念） ・「ミッション」の明示の有無等

 ・「ビジョン」の明示の有無等

 ・「バリュー」の明示の有無等

（経営戦略） ・経営戦略の明示の有無等

 ・経営戦略の「類型」の判定の可否

②分析結果

　長寿高業績企業 48 社と長寿低業績企業 47 社の計 95

社について、ホームページに掲載されている情報を基に、

その経営理念と経営戦略の内容を整理し比較した。結果

は、表４，表５の通りである。

表４　経営理念・経営戦略の開示

（備考） 各社のホームページ掲載情報（2013 年 7 月１日時点）等

により作成

区分欄：○印、△印は、当該項目について、長寿高業績

企業と長寿低業績企業との間に有意な差異が存在する

ことを表す（○印は危険率５％で有意、△印は危険率

１０％で有意の差異である）。

表５　経営戦略の分類

（備考） 表４と同じ

　長寿高業績企業においては、８割前後の企業が社長挨

拶文等の形でその経営理念や経営戦略を積極的に開示し

ようとする姿勢をとっているのに対し、長寿低業績企業
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木内建設があり、また、女性社長の企業では充填機メー
カーの静甲、船舶用計測機メーカーの明陽などがある。 

 これら長寿高業績企業の特性として、次の点が統計上
も有意な点として指摘できる。 

・静岡市本社が約７割を占める（48社中32社） 

・社長の平均年齢は59歳と高い 

・メイン銀行は、地銀に加えてメガバンク等の割合が相
対的に高く、48社中３分の１の15社を占める 

・上場企業（48社中10社）や大企業・中堅企業（48社
中24社）が多く、企業規模を示す売上高（平均値242

億円）、資本金（同 11億円）、従業員数（同 319人）
の面でも全企業平均の３～８倍の水準にある。 

・従業員一人当たり売上高（平均値0.7億円）、当期損益
や同利益率（同2.8％）、自己資本比率（同55％）など
の収益力、財務安定性の面でも大きく全企業の平均値
を上回っている 

一方で、オーナー会社か否か、業種区分については、
一般企業との間に統計上は有意な差異は確認できなかっ
た。 

なお、社歴 50 年を超える企業 12 社が存在するホテ
ル・旅館業において、長寿高業績企業が抽出されなかっ
た点、また、中小企業（資本金１億円未満）が全体の半
数（42社中24社）を占める結果となった点は、筆者の
予想に反するものであった。特に後者の点については、
長寿高業績企業のうち、資本金５０万円以下、かつ従業
員数100人以下の２条件をともに満たす「小企業」とも
いえる企業が 48 社中７社も存在する結果となったこと
と併せ、企業の業績や存続条件を検討する上で注目に値
する点であると思料される。 

 

（３）第２段階：経営理念、経営戦略の情報収集と整理
分析 

①作業の内容と方法 

第２段階においては、長寿高業績企業４８社と長寿低
業績企業４７社の計９５社について、ホームページに掲
載されている情報を基に、経営理念、経営戦略に関する
整理と類型化を実施し両グループ間の差異分析を行った。 
経営理念の定義、およびその構造・構成要素をどの様

に設定するかについては、先行研究の項でも述べた様に
様々な見解があるが、本研究においては、奥村
（1994,p2-3）、およびR.S.キャプランら（2008,p47-51）
の考え方を基に次の様に設定することとした。 

（定義）企業経営について、経営者ないし会社が公表
した信念 

（構成要素） 

・ ミッション（使命、存在意義）  

・ ビジョン（将来の姿、長期の到達目標） 

・ バリュー（行動規範、価値観）  

ミッションは、企業が何故存在するかを明らかにした
ものである。ビジョンは、ある時点までに「こうなって
いたい」と考える到達点、姿であり、一般に事業領域（ド
メイン）の定義と当該領域における地位や特徴を示すこ
とが必要と考えられる。バリューは、経営者や社員が仕
事を行う上で遵守し大切にすべき規範や姿勢 、働き方や
大切にする考え方である。一般に言われる「社是、社訓、
経営方針」などの文章は、これら３つの要素の全てまた
は一部が融合したものとなっており、本研究においては
上記の構成要素に分解整理して検討を行った。 

次に、経営戦略の類型化にあたっては、調査対象とす
る企業の大半が中小・中堅企業であること、ホームペー
ジなどの公開情報を基とする判定が必要であること、ま
た、類型判定にあたり恣意的な判断要素を排除し客観的
一律的な類型判定を行う必要があることを考慮しなけれ
ばならない。この様な条件に加えて、前述の中小企業の
戦略に関する関満ら（1997）の先行研究、および筆者が
これまで取組んで来た静岡県中東部地区に本社を置く地
元企業１５社の経営戦略の個別分析から得た知見をも踏
まえ、本研究にいては「市場における競争優位」をどの
様に形成しようとしているかを主眼に、長寿企業の経営
戦略を次の７つの類型パターンに分類することとした。
詳細については、安達（2013）を参照されたい。 

＜海外展開＞ ・海外への生産シフト  

        ・海外市場の開拓 

＜国内展開＞ 

差別化 ・ＱＣＤ（品質・コスト・納期）強化 

        ・統合サービス強化 

   集 中  ・ニッチ戦略 

       ・地域特性等の活用戦略 

       ・特定企業との関係構築・強化 

ちなみに、これら７つの戦略パターンをM.E.ポーター
の競争優位のフレームワークを利用して簡潔に表示整理
すれば、図１の様に表現できるのではないかと考える 9)。 

図１ 競争優位フレームを活用した戦略類型 

 

区分 長寿高業績企業 長寿低業績企業

調査対象社数 48 100% 47 100%

1. 開示状況
①HP有り 45 94% 39 83%

②社長挨拶文等掲載 〇 37 77% 22 47%

2. 理念の明示

③ミッション 〇 40 83% 27 57%

④ビジョン 〇 36 75% 14 30%

⑤行動規範 〇 38 79% 24 51%

3. 戦略の明示
⑥経営戦略 〇 36 75% 22 47%

⑦類型判明 〇 34 71% 21 45%

区分 長寿高業績企業 長寿低業績企業

調査対象社数 48 100% 47 100%

1. 海外展開

　①海外展開（生産シフト）

　②海外展開（市場開拓）

〇

△

△

11

5

6

23%

10%

13%

2

1

1

4%

2%

2%

2. 国内市場の深耕

　③QCD

　④統合サービス

　⑤ニッチ

　⑥地域性

　⑦特定企業との関係構築

〇

△

23

2

9

5

4

3

48%

4%

19%

10%

8%

6%

19

5

9

5

0

0

40%

11%

19%

11%

0%

0%
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表６　企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績　－　１次表

（注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数は、自由度調整後の数値。

表７　企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績　－　最終要約表

（注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数（自由度調整後）＝ 0.361

においては、その割合が５割前後に留まっている。特に

経営理念の構成要素である「ビジョン」については、長

寿低業績企業では、内容が確認できた割合は 30％とか

なり低い水準となっている点が特徴である。

　経営戦略について見ると、長寿高業績企業では７割を

超える企業がその経営戦略を積極的に明示しているが、

長寿低業績企業では５割を下回る水準に留まっている。

また、経営戦略の内容についても、長寿高業績企業にお

いては、海外展開に積極的であり、国内市場に対しても

地域性の活用、特定企業との関係構築の点でより積極的

な取組みを行っていることが確認できる。なお、ＱＣＤ

戦略は、７つの戦略類型の中で唯一長寿低業績企業が長

寿高業績企業の割合を上回っている点が特徴となってい

る。

⑷　第３段階：経営理念、経営戦略と企業業績の相関分

析

①作業の内容と方法

　次に、一般的な企業特性のほか、経営理念や経営戦略

の明示の有無、およびその内容がどのように、企業業績

と相関しているかについて確認するため多変量回帰分析

を実施した。具体的には、「長寿高業績企業」「長寿低業

績企業」の計 95 社について、企業特性（11 項目）、経

営理念・経営戦略の開示（７項目）、経営戦略の分類（７

項目）の３グループ毎にその構成項目を説明変数とし、

ＴＳＲ評点を被説明変数とした分析を行った。結果は表

６の通りであり、危険率５％を基準に有意な説明変数計

７個を次の様に抽出した。

（企業特性） 本社所在地、メイン銀行

（経営理念・戦略の開示）　ビジョン

（経営戦略の分類） 海外展開（生産シフト）

 海外展開（市場開拓）

 地域特性、特定企業との関係構築

　なお、上記のうち経営戦略に関連する４項目について

は、その性質に則してグルーピングを行い「海外展開」（生

産シフト、市場開拓を統合）、「国内展開」（地域特性、

特定企業との関係構築を統合）の２つに集約することと

し、最終的には５つの変数を設定した。

　次に、これら５個の説明変数を基に、再度ＴＳＲ評点

を被説明変数とする多変量回帰分析を実施した。

②分析結果

　その結果は、表７の通りである。経営戦略に関する項

目である「ビジョンの明示」、経営戦略に関する「海外

展開」、企業特性の「本社所在地」（静岡市か否か）と「メ

イン銀行」（メガバンクか否か）の計４項目については、

危険率５％の水準で企業業績（ＴＳＲ評点）と有意な正

の相関を有することが確認できた。また、経営戦略の「国
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            表６ 企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績 － １次表 

    
（注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数は、自由度調整後の数値。 

          表７ 企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績 － 最終要約表 

         
      （注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数（自由度調整後）＝0.361 

の相関を有することが確認できた。また、経営戦略の「国
内展開」（地域特性の活用、および特定企業との関係構築
についても、危険率６％程度を想定した場合、企業業績
と有意の相関があることが確認された。 
但し、これら５個の説明変数が全て「１，０」型の数

値であることなどもあり、決定係数は0.361に留まって
いる。さらに、説明変数の相関係数を別途算定したとこ
ろ、全１０個の相関係数のうち0.2を上回る相関係数が
４個存在しており（最大値0.274）、ダービンワトソン比
も0.765と説明変数間に正の共線性が存在することが推
測される結果となった点には留意が必要である 
 
（５）具体的事例の解説 
 ここで、上記の分析によって得られた「経営理念、経
営戦略と企業業績の間の相関関係」について、一般読者
の理解促進のため、具体的に２社の事例を対比して示す。 
 
①長寿高業績企業Ａ社 ： 当社は、1936年創業の舶用
計測機メーカーである。資本金 45 百万円、従業員数
90 人、売上高約20 億円の小企業であるが、舶用エン
ジン温度センサーの独自技術を有し海外へも広く輸出
を行うなど、同分野では世界トップクラスの地位にあ
り、安定した利益と良好な財務内容（自己資本比率 

60％以上）を堅持し、ＴＳＲ評点６２点を維持している。 
当社は、そのＨＰにおいて「社長挨拶文」「企業理念」 
「経営目標」「社員行動基準」という頁を設け、経営理念
や経営戦略を詳しく解説している。その内容を本研究に
おいて設定したフレームワークにより整理すれば、次の
通りとなる。 
 （ミッション）顧客の期待を超える製品を伝統と革新

の技術で創造する 
 （ビジョン）船舶用エンジン周辺センサーの世界ナン

バーワン企業 
 （バリュー）企業の歴史を尊重する、企業の現状を理 

解する、企業の将来に貢献する、誠実な
行動、環境と安全、社会との調和 

 （経営戦略）「海外展開（海外市場開）」 
電機、電子分野で先端技術の研鑽に励み、各
種センサー技術で国内外の高い評価を得る 

②長寿低業績企業Ｘ社 ： 当社は、1919年創業の小型
船舶造船所である。資本金 50 百万円、従業員数 122
名、売上高約30億円の小企業であり、小型漁船を中心
に、官庁船（調査船・実習船・取締船等）、貨物船、特
殊船を手がけている。近年の業績は、一応黒字を維持
しているものの、財務内容は蓄積に乏しい（2010年3
月末：自己資本比率3％）。 

企業特性 経営理念 経営戦略
被説明変数 TSR評点 同左 同左
説明変数 上場区分他 ＨＰの有無他 海外展開（生産シフト）他

　　計１１個 　　計７個 　　計７個
決定係数 0.3676 0.1975 0.1463
危険率 メイン銀行 ビジョン 海外展開（生産シフト）

5% 本社所在地 海外展開（市場開拓）
地域性
統合サービス

危険率 業態区分 戦略明示 　－
10% 戦略区分判明

有
意
説
明
変
数

検証
結果

回帰
分析

　　　　企業特性 経営理念 　　経営戦略 定数
本社所在地 メイン銀行 ビジョン 海外展開 国内展開

回帰係数 3.07 3.56 5.00 4.86 5.08 49.85
Ｐ-値 0.042 0.020 0.001 0.020 0.065 0.000
備考 静岡市所在か

否か
　　市内＝１
　　市外＝０

メガバンク
か否か
　 正＝１
　 否＝０

ビジョンを明示
しているか
　　正＝１
　　否＝０

生産シフト、市
場開拓の有無
　　有＝１
　　無＝０

地域特性、特
定企業との関
係構築の有無
　　有＝１
　　無＝０

9 

 

            表６ 企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績 － １次表 

    
（注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数は、自由度調整後の数値。 

          表７ 企業特性・経営理念・経営戦略と企業業績 － 最終要約表 

         
      （注）母集団＝長寿高業績企業と長寿低業績企業の計９５社。決定係数（自由度調整後）＝0.361 

の相関を有することが確認できた。また、経営戦略の「国
内展開」（地域特性の活用、および特定企業との関係構築
についても、危険率６％程度を想定した場合、企業業績
と有意の相関があることが確認された。 
但し、これら５個の説明変数が全て「１，０」型の数

値であることなどもあり、決定係数は0.361に留まって
いる。さらに、説明変数の相関係数を別途算定したとこ
ろ、全１０個の相関係数のうち0.2を上回る相関係数が
４個存在しており（最大値0.274）、ダービンワトソン比
も0.765と説明変数間に正の共線性が存在することが推
測される結果となった点には留意が必要である 
 
（５）具体的事例の解説 
 ここで、上記の分析によって得られた「経営理念、経
営戦略と企業業績の間の相関関係」について、一般読者
の理解促進のため、具体的に２社の事例を対比して示す。 
 
①長寿高業績企業Ａ社 ： 当社は、1936年創業の舶用
計測機メーカーである。資本金 45 百万円、従業員数
90 人、売上高約20 億円の小企業であるが、舶用エン
ジン温度センサーの独自技術を有し海外へも広く輸出
を行うなど、同分野では世界トップクラスの地位にあ
り、安定した利益と良好な財務内容（自己資本比率 

60％以上）を堅持し、ＴＳＲ評点６２点を維持している。 
当社は、そのＨＰにおいて「社長挨拶文」「企業理念」 
「経営目標」「社員行動基準」という頁を設け、経営理念
や経営戦略を詳しく解説している。その内容を本研究に
おいて設定したフレームワークにより整理すれば、次の
通りとなる。 
 （ミッション）顧客の期待を超える製品を伝統と革新

の技術で創造する 
 （ビジョン）船舶用エンジン周辺センサーの世界ナン

バーワン企業 
 （バリュー）企業の歴史を尊重する、企業の現状を理 

解する、企業の将来に貢献する、誠実な
行動、環境と安全、社会との調和 

 （経営戦略）「海外展開（海外市場開）」 
電機、電子分野で先端技術の研鑽に励み、各
種センサー技術で国内外の高い評価を得る 

②長寿低業績企業Ｘ社 ： 当社は、1919年創業の小型
船舶造船所である。資本金 50 百万円、従業員数 122
名、売上高約30億円の小企業であり、小型漁船を中心
に、官庁船（調査船・実習船・取締船等）、貨物船、特
殊船を手がけている。近年の業績は、一応黒字を維持
しているものの、財務内容は蓄積に乏しい（2010年3
月末：自己資本比率3％）。 

企業特性 経営理念 経営戦略
被説明変数 TSR評点 同左 同左
説明変数 上場区分他 ＨＰの有無他 海外展開（生産シフト）他

　　計１１個 　　計７個 　　計７個
決定係数 0.3676 0.1975 0.1463
危険率 メイン銀行 ビジョン 海外展開（生産シフト）

5% 本社所在地 海外展開（市場開拓）
地域性
統合サービス

危険率 業態区分 戦略明示 　－
10% 戦略区分判明

有
意
説
明
変
数

検証
結果

回帰
分析

　　　　企業特性 経営理念 　　経営戦略 定数
本社所在地 メイン銀行 ビジョン 海外展開 国内展開

回帰係数 3.07 3.56 5.00 4.86 5.08 49.85
Ｐ-値 0.042 0.020 0.001 0.020 0.065 0.000
備考 静岡市所在か

否か
　　市内＝１
　　市外＝０

メガバンク
か否か
　 正＝１
　 否＝０

ビジョンを明示
しているか
　　正＝１
　　否＝０

生産シフト、市
場開拓の有無
　　有＝１
　　無＝０

地域特性、特
定企業との関
係構築の有無
　　有＝１
　　無＝０
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内展開」（地域特性の活用、および特定企業との関係構

築についても、危険率６％程度を想定した場合、企業業

績と有意の相関があることが確認された。

　但し、これら５個の説明変数が全て「１，０」型の数

値であることなどもあり、決定係数は 0.361 に留まって

いる。さらに、説明変数の相関係数を別途算定したとこ

ろ、全１０個の相関係数のうち 0.2 を上回る相関係数が

４個存在しており（最大値 0.274）、ダービンワトソン比

も 0.765 と説明変数間に正の共線性が存在することが推

測される結果となった点には留意が必要である

⑸　具体的事例の解説

　ここで、上記の分析によって得られた「経営理念、経

営戦略と企業業績の間の相関関係」について、一般読者

の理解促進のため、具体的に２社の事例を対比して示す。

①長寿高業績企業Ａ社　：　当社は、1936 年創業の舶

用計測機メーカーである。資本金 45 百万円、従業員

数 90 人、売上高約 20 億円の小企業であるが、舶用エ

ンジン温度センサーの独自技術を有し海外へも広く輸

出を行うなど、同分野では世界トップクラスの地位に

あり、安定した利益と良好な財務内容（自己資本比率

60％以上）を堅持し、ＴＳＲ評点 62 点を維持している。

当社は、そのＨＰにおいて「社長挨拶文」「企業理念」

「経営目標」「社員行動基準」という頁を設け、経営理

念や経営戦略を詳しく解説している。その内容を本研

究において設定したフレームワークにより整理すれ

ば、次の通りとなる。

　（ミッション） 顧客の期待を超える製品を伝統と革新

の技術で創造する

　（ビジョン） 船舶用エンジン周辺センサーの世界ナ

ンバーワン企業

　（バリュー） 企業の歴史を尊重する、企業の現状を

理解する、企業の将来に貢献する、誠

実な行動、環境と安全、社会との調和

　（経営戦略）「海外展開（海外市場開拓）」

電機、電子分野で先端技術の研鑽に励み、各種

センサー技術で国内外の高い評価を得る

②長寿低業績企業Ｘ社　：　当社は、1919 年創業の小

型船舶造船所である。資本金 50 百万円、従業員数

122 名、売上高約 30 億円の小企業であり、小型漁船

を中心に、官庁船（調査船・実習船・取締船等）、貨

物船、特殊船を手がけている。近年の業績は、一応黒

字を維持しているものの、財務内容は蓄積に乏しい

（2010 年 3 月末：自己資本比率 3％）。

当社のＨＰは、極めて簡素であり、「社長挨拶文」が

設けられているのみで、その内容からは、ミッション、

経営戦略の２項目が判明するに過ぎない。

　（ミッション） 世界の冠たる日本造船産業の一翼を

担って躍進を続け、社会に貢献する

　（ビジョン） －

　（バリュー） －

　（経営戦略） 「ニッチ」

漁船を主軸に、官庁船（調査船・実習船・取締

船等）貨物船、特殊船を手がける　　

　このように、長寿高業績企業Ａ社と、長寿低業績企業

Ｘ社は、同じ船舶関連産業のメーカー企業であり、その

事業規模もほぼ同じであるが、2 社を比較した場合、Ｈ

Ｐにおける経営理念の開示の程度には大きな差異が存在

する。また、開示されている経営戦略の内容についても、

Ａ社は海外展開に積極的である一方、Ｘ社は国内志向

（ニッチ戦略）に留まっている点で、大きく異なること

が見て取れるのである。

　本研究は、この様な差異について、長寿高業績企業

48 社、長寿低業績企業 47 社を対象に定量的な分析を行

い、統計的手法により両グループ間の差異を明らかにし

たものである。

まとめ　－　結論、考察、課題

⑴　結論

　以下、本研究の結論を要約する。

①静岡県中東部地区に本社を置く企業（計 1,477 社）の

平均的姿と特徴

　全企業の平均的な姿とその特徴は、次の通りである。

・社歴 47 年、オーナー企業、社長年齢 50 歳前後

・静岡銀行がメイン銀行

・規模は売上高 50 億円、資本金２億円弱、従業員数

100 人

　その特徴として、静岡、駿東、岳南の３地域にほぼ均

等に立地し、業種としては製造業と非製造業が１：２の

割合であり、全国平均に比して自動車関連、紙パルプ、

食品などの製造業のウェイトが高く、規模も大きいが、

利益率や自己資本比率等の業績面ではやや劣る水準にあ

ることが明らかになった。

②長寿高業績企業の平均的姿と特徴

　同様に長寿高業績企業の平均的姿は、次の通り。

・社歴 80 年、本社は静岡市、社長年齢 59 歳、静岡銀行

またはメガバンクがメイン銀行

・規模では売上高 200 億円、資本金 10 億円、従業員数

300 人

・利益率 3％弱、自己資本比率 55％
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安　達　明　久

　一般企業と比較した場合、上場企業が２割を占めるほ

か、大企業・中堅企業（資本金 1億円以上）も 5割を占

め、規模、業績の面で全企業の平均を大きく上回ってい

る点が特徴としてあげられる。また、オーナー会社が約

５割を占め、製造業と非製造業の比率も概ね１：１となっ

ている点もその特徴と言えよう。

　一方で中小企業（資本金 1億円未満）が大企業・中堅

企業に伍して半数を占めるなど、小規模であっても長期

間存続し高業績を維持している企業が少なからず存在し

ている点も、今回の分析により明らかになった。

③長寿高業績企業の経営理念、経営戦略

　経営理念、経営戦略に関する長寿高業績企業の特徴は、

次の通りである。

・同じ様な社歴を有する長寿低業績企業との比較におい

て、経営理念、経営戦略を明確に示している企業が多

い。特に、企業の将来像を示す「ビジョン」の開示に

おいて両者間に大きな差異が存在する。

・経営戦略のパターンについては、長寿低業績企業に比

して「海外展開」に積極的であり、また国内において

も「地域性」の活用や、「特定大企業との関係構築」

を重視する傾向にある。

④経営理念、経営戦略と企業業績

　長寿高業績企業と長寿低業績企業を母集団とする分析

の結果は、次の通り。

・「企業業績」と「経営理念（ビジョン）の明示」、「採

用している経営戦略のパターン」との間に統計的に緩

やかではあるが一定の相関関係があることが確認でき

た。なお、経営理念に関する結果は、楢崎賢吾（2011）

など既存の研究成果とも整合的な内容となっている。

・企業業績との相関関係が確認できた経営戦略は、「海

外展開（生産シフト）」「海外展開（市場開拓）」「国内

展開（地域性）」「国内戦略（特定企業との関係構築）」

の４つの戦略パターンである。

⑵　考察と課題

　最後に、以上の結論について 3つの視点から考察を加

えるとともに、今後の課題を整理する。

①経営理念、経営戦略と企業業績

　本研究からは、静岡県中東部地区に本社を置く長寿企

業に限定してではあるが、ビジョンの明示や、海外への

積極的展開、地域性や特定企業との関係構築が企業業績

の確保の上で一定の重要性を有することが確認できた。

　しかしながら、それは何故かという点については明ら

かにできていない。本研究においては、経営理念の構成

要素をミッション、ビジョン、バリューの 3つに区分し

たが、一般的には、これら３つの構成要素は「社是、社

訓、経営方針」などとして渾然一体となって策定され、

意識されていることが多いと考えられる。したがって、

何故、ミッションやバリューではなく、ビジョンがより

強く企業業績と相関性を有するのかという点が疑問とし

て指摘されよう。

　まず想定される点としては、経営戦略を伊丹敬之ら

（2003, p23-24）が指摘するように企業の現状の姿と将来

の姿（ビジョン）の間のギャップを埋める計画的・体系

的な方策として定義した場合、戦略を策定する大前提と

してビジョンは必須不可欠の要素であるという点であ

る。経営戦略がギャップを埋める手段であるとすれば、

マクロ的経済環境や個別企業の実情に応じて様々な方策

が有り得るとしても、その大枠が企業の目指す姿、目標

とする到着点（ビジョン）により最も大きく左右される

のは当然であろう。したがって企業経営の方向付けを決

定する最大の要因は、当然「ビジョン」であり、このこ

とが、ビジョンの明示と企業業績の間に一定の相関が存

在することにつながるのである（以下、これを「ビジョ

ンの経営戦略策定上の役割」という）。

　では、経営理念のうちのミッションとバリューは、企

業業績と無関係であると単純に言いうるのか？これに対

しては、戸前壽夫（2000, p234）や楢崎賢吾（2011, 
p102）などの研究が参考となろう。

　ここでは、これらの先行研究も踏まえて、一つの考え

方を提示したい。すなわち、ミッション（使命、存在意

義）、バリュー（価値観、行動規範）の機能を、横川雅

人（2009）が指摘するように、「社会適応機能」「企業内

統合機能」であるとした場合、経営理念の役割りは業績

順調な時期においてはもとより、企業業績が低迷し経営

の危機に瀕した場合など、「苦境の時期」において最も

端的に発揮されるのではないかという考え方である。

　すなわち、苦境に瀕した企業が、既存顧客、調達取引

先、従業員、金融機関、ないしは自治体や政府などの公

的機関からの支援を得る際、「当該企業がそれまでどの

様な社会的役割を果たしてきたのか」、「今後も社会はそ

の様な存在を必要とするのか」、「経営者や社員の行動は

皆の共感に値し得るものであったか」など、当該企業が

掲げるミッションやバリューが重要な判定基準の一つと

なっているように思われるからである。これは、例えば、

企業再生支援機構が支援決定にあたって財務面の条件だ

けではなく、当該企業の社会的役割を踏まえた「機構の

支援意義」を重視していることにも示されている 10）。

　したがって、長寿企業においては、その長い歴史の中

で多くの経営危機、苦難を体験し鍛え上げられることに

よって、現時点での企業業績とは関係なく、「ミッショ
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ンやバリュー」の重要性が当該企業の経営者や社員に

よって認識・蓄積・継承され、企業内外に明示されてい

る点で共通性を有するものと考えられるのではないだろ

うか。

　この様な視点に立った場合、ミッションやバリューの

役割りについて、企業業績との関係を検証するためには、

長寿企業間での比較ではなく、長寿企業と社歴の比較的

短い成長過程にある企業との対比を行うことが必要とい

うことになる。本研究においては、長寿企業に対象を絞

り、その中で高業績企業と低業績企業の間の対比から、

経営理念の重要性にアプローチしたが、上記の様な意味

で、長寿企業と成長過程の企業との間での経営理念の比

較が、今後の重要な研究課題の一つとして指摘できるの

ではないかと思料する。

　さらに、今後の研究課題としては、柴田仁夫（2013）

など多くの先行研究が取組んでいるように、経営理念や

経営戦略をどの様に企業内に浸透させていくべきか、そ

の手法やプロセスと企業業績との相関関係に関し、実証

的で定量的な分析を進めることも重要なテーマであると

考えられる。

②結論の社会的意義

　本研究における定量分析によって、「長寿高業績企業

においては、その業績と経営理念・経営戦略に一定の関

係が存在する」との結論を得ることができた。この点と、

前述の「ビジョンの経営戦略策定上の役割」「ミッショ

ンやバリューの社会適応機能」とを併せ考えた場合、次

の 2点で本研究は重要な意義があると考える。

　まず、第一に、外部から企業の将来性（長期継続性や

業績水準）を予測・推測する場合、「経営理念や経営戦

略を如何に明確に開示しているか」、さらに経営戦略に

ついては、「その内容がどの様なものであるか」（例　海

外展開や地域性の活用などの戦略をとっているか否か）、

といった点が重要な判断材料の一つとなることを示した

ことが挙げられる。

　特にこの点については、企業経営の実際知識や経験に

乏しい大学生において、企業のＨＰを用いて経営理念・

経営戦略を調べることにより、就職候補先企業の将来継

続性や収益力について一定の知見を簡便にうることがで

きる点で、実用面での意義が大きいと考える。

　第二の点としては、多忙な中小企業経営者が、ややも

すると形式論として軽視してしまいがちな「経営理念」

について、これを社内外に明示することが経済社会の激

しいい変動に企業が耐え、長期にわたって維持存続し順

調な業績を確保して行く上で、非常に重要な意義をもつ

ことを実証的に示したことが指摘できよう。

③研究方法上の課題

　最後に本研究の研究方法等における課題を幾つか指摘

しておきたい。

　まず、第一に長寿高業績企業と長寿低業績企業の区分、

および経営理念等と企業業績との相関分析にあたり、Ｔ

ＳＲの評点を企業業績の指標としたことが挙げられる。

同評点自体は、「経営者力」「成長力」「安定性」「公開性・

総合世評」の４つ観点等を設定し、財務情報のみならず

定性情報も踏まえて多角的な観点から独自の手法により

企業を評価したもので、一定期間における倒産確率とも

相関を有し客観性にも優れているものと考えられる。し

かし、評点自体の構成要素として、業績や企業規模、経

営理念など経営方針の明確度などが含まれているところ

から、ＴＳＲ評点を企業業績の指標とし、経営理念等と

の相関を分析すること自体がある意味で自己撞着性を一

部含むとも言いうると考えられる。

　この点については、今後、「高業績」の定義を財務指

標にのみ基づく形で再定義したうえで、経営理念との相

関を検討することが課題となろう。

　第二に、長寿高業績企業と長寿低業績企業の区分、お

よび経営理念等と企業業績との相関分析にあたり、母集

団とした企業数が 95 社であり、資本区分、業種区分等

において細分化した分析を行うにあたっては、項目毎の

サンプル数が必ずしも十分な大数性を確保できていない

ケースがある点である。

　第三に、経営理念、経営戦略の内容把握や類型判定に

あたり、恣意性が介入し得る余地を完全には排除できて

いない点がある。

　これらの諸点については、本研究の客観性を大きく損

なうほどのものではないと思料するが、分析精度や客観

性を担保するためには、企業業績を一定期間の平均的財

務データのみによって判定する、長寿高業績企業の定義

を見直す、中間的企業群を設定する（例　長寿中業績企

業等）、さらには、複数研究者による経営理念等の区分

判定などの工夫を行うことなどが今後の課題であると考

える。

（注）

１） 安達明久（2013）参照 
２） 静岡県に本社を置く企業の平均的姿を知るたに利用

できるデータとしては、総務省の経済センサス、財務

省の法人統計がある

３） 楢崎賢吾（2011, p95）、柴田仁夫（2013, p29）参照

４） 東京商工リサーチ社が、収集した企業情報を基に独

自に下記の４つの視点から対象企業を評価し、その結

果を 100 点で数値化して示した企業評価の指標。　

　　　経営者力　：資産担保力、経営姿勢、事業経験
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　　　成長力　：売上高伸率、利益伸率、商品市場性

　　　安定性　：業歴、自己資本、金融取引、取引関係

　　　公開性総合世評：資料公開、世評

全国 131 万社の評点分布は、下記の通りとなっており

評点 50 点が平均的な中小企業の評点となっている。

　　７６点以上　　　：　　　２６％

　　５０－７５点　　：　　　２６％

　　４９点以下　　　：　　　４８％

５） 本研究においては、静岡県中東部地区における 12

市９町、および地域区分を次の様に設定した。

[ 伊豆 ] 熱海市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、伊東

市、賀茂郡５町（河津町、松崎町、東伊豆町、

南伊豆町、西伊豆町）

[ 駿東 ] 三島市、沼津市、裾野市、御殿場市、駿東郡

３町（清水町、小山町、長泉町）、田方郡１

町（函南町）

[ 岳南 ] 富士市、富士宮市

[ 静岡 ] 静岡市（葵区、駿河区、清水区）

６） 業態区分は、次の基準によっている

　　　大企業・中堅企業＝資本金１億円以上の企業

　　　中小企業　＝　資本金１億円未満の企業

７） 資本区分は、次の基準によっている。

オーナー企業＝上位第１または第 2位の株主が経営

者一族である企業

上場企業子会社＝上記以外の企業のうち、上位第１

株主が上場企業である企業

その他企業＝オーナー企業、上場企業子会社のいず

れにも該当しない企業

８） 社長の出身大学の上位５校は次の通りである。

日大（１２８人）、慶応（７１人）、早稲田（３７人）、

明治（３３人）、法政（３０人）

９） 安達明久（2013, p56-64）参照

10） 企業再生支援機構の策定した『事例集』（2012 年 12

月）には、支援事例２８件の概要が掲載されており、「ス

キームの概要」「金融支援の内容」等の事項と並んで、

「機構の支援意義」が明示されている。例えば、自動

車用プレス金型の大手２社（富士テクニカ、宮津製作

所）に対する支援意義として、「日本を代表する金型

メーカーとして先進国から新興国まで幅広い地域で自

動車産業の発展に貢献してきた。さらに、金型は基本

的生産財であり、同社の有する技術力は国内製造業全

体の競争力の維持強化にも寄与する。」との記載があ

る。
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１
 

 
長
寿
高
業
績
企
業
の
経
営
理
念
・
経
営
戦
略
（
１
）
 

 
 
 
 

 

　　ＨＰの概要   経営理念 　経営戦略
ＨＰ 理念等の明示 ミッション ビジョン　（分野と特徴・地位） 行動規範 内容 区分

1 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・●●WAY

お客さまに価値あるモノとサービスを提供し、お客さ
まと共に豊かな社会の創造とその持続的な発展に
貢献します。

受注から設計・製造・据付・アフターサービスまでの
一貫体制を提供する企業

公平であり公正を追求する、社会に貢献する、働きがい
のある職場環境をめざす

冷間鍛造技術を基盤とする多品種少量、複雑形状の
量産、安定供給システムによる信頼獲得 ＱＣＤ

2 ○ ・社長挨拶文 より豊かで快適な社会環境の創造と生活文化の向
上をめざす。

・企画・コンサルティングから設計・施工までを一貫
したシステムとして提供できる総合プランナー
・お客さまと地域社会といっしょになって、夢を育み、
成長させるエネルギーにあふれた企業

「共生」の精神個人・・・本当に自立して生きるところから、
はじめて他を顧みる心が生まれてくる

鈴与コンストラクションホールディングスグループ８社
の一員として、連携強化によるシナジー効果で、建設
から保守運用までをトータルにご提案する「総合建設
サービス」を提供する

統合サービス

3 ○ ・社長挨拶文
・社是・社訓

我社は物作り専門メーカーである
この道を通じ社員の幸福と企業の発展を期し社会に
貢献する

「一大金型供給基地｣を目指す
生きがい作りの経営
顧客を大事にし愛される企業
未来創造に挑戦
人と地域と地球に優しい企業

より高度化、複雑化する金型製品の市場ニーズの中で
｢よい製品をより安く、より早く

特定企業との関係構
築

4 ○
・社長挨拶
・コンプライアンス基
本理念
・行動規範

企業の永遠の存続と発展 『海・陸・空』にわたりあらゆる輸送手段を備えた総
合物流業者

① 顧客の信頼にこたえる創造性豊かな企業
② 地域社会の発展に寄与する健全な企業
③ 人間の幸福増進に貢献する誠実な企業

在庫管理から書類作成、通関、船積み、買取書類作成
などの一貫したサービスを提供するとともに、東アジ
ア・韓国を中心とする複合一貫輸送を提供する

統合サービス

5 ○ 社長挨拶
各課紹介 より快適な環境を創造し、人々の日々を潤したい ＡＩＲＭＥＮＩＴＹ　ＣＯＭＰＡＮＹ　－　ＲＹＯＷＡ

総合環境エンジニアリングで県内トップ 創造の喜びが明日への活力
・プランニングから設計、施工、完成後管理までの総合
サービスの提供
・県内トップの実績を基に、東京などの大型プロジェク
トにも進出

統合サービス

6 ○
・社長挨拶文
・コーポレートガバナ
ンス
・事業報告書

・都市ガスの供給を通して、豊かで快適な暮らしや
産業の発展を支える
・お客さまがガスを安心して快適にお使いいただくた
めに、保安の確保に努めるとともに、安定した安価な
ガスを製造、供給することを使命とします。

・これからの時代を担い、地域の皆さまから信頼さ
れるエネルギー事業者

・信頼され続ける
・様々な人に支えられる
・総合エネルギー
・公正な職場
・情報と資産の保護

・地域密着型営業と、地域電源の地産地消によるエネ
ルギーの安定供給 地域性

7 ○ 社長挨拶文 「最高の品質と心のこもった行動で、お客様の満足
を追求する。」

商社の情報力と機動力、メーカーの技術開発力、コ
スト競争力とを備えた企業グループを形成する

システムインテグレーション技術で、お客様とともに前進
する

・開発力・技術力にすぐれたメーカー部門をグループ内
に有することで、グループの総合力を磨き、機械や装
置だけでなく、工場ライン全体・システム全体も任せて
もらえる体制を整える

統合サービス

8 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・行動基準

人間尊重を基本として、豊かな価値の創造により産
業の基盤つくりに寄与する 「世界No.１の機械メーカー」 人を大切に、豊かな価値の創造、社会への貢献

「TM AC Plan」　－　「先進」と「拡張」を基本コンセプト
とし、「先進」では技術の深耕、システムエンジニアリン
グ機能の強化、「拡張」では海外営業・サービス拠点の
拡充、市場にマッチした商品の開発等新興国市場を重
点とするグローバル戦略を展開する

海外展開（市場開拓）

9 ○
・社是五訓
・企業理念
・事業ポリシー

誠心誠意心を込めて職にあたり、人々の夢の実現と
繁栄にあたる ワンランク上のパートナーシップを発揮できる企業

（社是）　誠を以て職に任じ和を以て人に接す
（五訓）　仕事を通じ愛される社会人となろう
　　　　　見聞を広め、知識と経験による改善に努めよう
　　　　　責任を重んじ、人の信頼を得よう。
　　　　　相互の理解を深め、協力互助の精神を養う
　　　　　礼節を尊び、品位を高め質素の社風をつくろう

「オーダーメイド」の発想
　提案力＝　顧客企業の方向性分析
　コーディネート力：産業界の技術に精通
　誠実性＝　顧客への産業ガス、溶接材等の資材安
　　　　定提供、設備の日常的メンテナンスに注力
　情報力＝　メーカー新商品情報の迅速伝達
　ネットワーク力＝　FAシステムの設計からメンテ
　　　　まで自社の総合力を活用

特定企業との関係構
築

10 ○ 企業理念

・お客様（食品関連メーカー等）と仕入先様（食品関
連包装材料）との取引を通じて、一社ではできない
サービスをリーズナブルな価格で提供する

・お客様が安心して本業にまい進できるよう、私たち
は万全の体制を敷いてサポートをし、分業による効
率化の実現を目指

・包装資材専門商社から、新たなサービスと価値の
創造企業へ
　＝　既存の包装資材業の活動範囲を超えた大き
　　　なサポート体制を確立し、ありとあらゆるお客
　　　様の「困った」を解決できる会社

・「自他共栄」

・お客さまのジャンルを越えた多岐にわたるご要望に応え
る自由な提案
・正確・迅速な管理の下、１人ひとりの営業担当者が事業
部を枠を越えて自在な活動を展開
・顧客ニーズに確実にお応えするとともに、新しいビジネ
スチャンスを拓く

・相互情報交換を重視しながら、多面性とフットワーク
に裏打ちされた商社的業務と、レスポンスの速さとニッ
チを突くアイデアの秀逸さで差別化する受諾物流機能
を全面展開
・単に商品を販売する事にとどまらず、たとえば食品衛
生検査のサポート、店舗の内装や販促、工場ラインの
改善、全国各地の情報を提供すること、さらには包装
資材業に限らずさまざまな物流の受託を経験する事で
得た物流管理ノウハウの提供、これら既存のソフト面
のサービスを充実させつつ常に新しいサービスを試行
し続ける

統合サービス

11 ○
社長挨拶文
企業理念
経営理念
行動指針

自然の恵みに感謝して「食」がもたらすあらゆる価値
を追求し、豊かな社会の実現に貢献します。

環境変化を見据え安心安全を追求し、固定観念に
とらわれることなく、広い視野と果敢なチャレンジ精
神を有する企画提案型企業

・健全な事業活動を通じて公正な利潤を追求し、顧客、取
引先、社員、株主、社会、環境との共存共栄を実現しま
す。
・自主・自律を重んじ、社員が高い志と働き甲斐を持てる
環境を作ります。
・変化を読み取り、柔軟かつ自由な発想で、先見的、革
新的なアイデアを創造する企業風土を作ります。

・食に関するあらゆる商材を取り揃え、お客様の近くに
事業所を展開することにてよりきめ細かいサービスの
提供を基本とし、メーカー・生産者よりお客様へのダイ
レクト販売、高付加価値商品作り、積極的な海外展開
を特色
　：中国・台湾・アメリカ・タイ・インド5カ国に12の海外拠
点を持ち、新しい食材を開発、輸入

海外展開（生産シフト）

12 ○ ＊ ＊ ＊
パートナーであり続ける
プロフェッショナルであり続ける
未来を創造し続ける

＊ ＊

13 ○ 挨拶文
社是

・消費者ニーズに答えべく、常に新しい商品を開発
し、そしてその商品を通じて、皆さんに健康と心のや
すらぎをお届け出来るよう努力
・時代が求める製品を感性と美味探求の精神で数多
くお届けしています。

＊ ・研究することこそ最大のサービスである
・社会に利益を与えないものを販売してはならない

・茶葉の育成行程から、保管状態、加工工程、最終商
品管理に至るまで、一貫した品質管理で、一年中香り
高い美味しいお茶をお届けいたします。
・お客様のご要望や、自らの足で確かめた市場の動向
をもとに、新たな季節商品や緑茶を楽しむ新しいシーン
を創造していく商品を当社スタッフすべての感性と美味
探求の精神で開発

地域性

14 ○
・社長挨拶文
・ポジショニング・
チャート

・時代を見据えたすべての活動は、産業社会の
発展のためにある。

・ユーザーとメーカーの中に入り、双方にとってメ
リットのある提案を行う企業
　　＝　顧客と機械メーカー間の技術開発をとり
　　　　　もつ企業

ユーザー及びメーカーとの信頼関係を第一に考え、それ
ぞれの事業領域で持ち味を発揮

マーケティングをはじめ、設備計画まで提唱
　　・探究心旺盛なコンサル活動
　　・ニーズ即応のサービス活動
　　・海外に張り巡らしたネットワーク

統合サービス

15 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

16 ○

・社長挨拶文
・経営理念、経営ビ
ジョン
・社是

・私たちは、社業を通じて「人の役に立つ」村上開明
堂を目指します。
・「もの」に込める“技術”と“思い”、企業活動を通じ
て「絆」を結び、社会に「幸せ」を提供し、輝く未来を
つくります。

世界のMurakami
「日本」から「世界」へ！！
バックミラーをはじめとする安全視認システムの世
界トップメーカーとなる。

社会のMurakami
　「会社」から「社会」へ！！
　安全・快適な社会づくり、全ての人々に貢献できる企
　業となる。
ものづくりのMurakami
　「つくる」から「創造」へ！！
　技術革新に努め、新規事業の創出を行なう。
私たちのMurakami
　「もの」から「ひと」へ！！
　全ての社員の幸せを追求する企業となる。
健康・信頼・親和

・アジアなどエンドユーザーを見据え、その国に合った
戦略を立てることで、自動車メーカーの要請に応える
ばかりでなく自立的な提案力を強化

・オプトロニクス事業をはじめ、自動車産業に偏らない
異分野への進出

海外展開（生産シフト）

17 ○ ＊ ＊ － ＊ ＊ ＊

18 ○
・社長挨拶文
・マネジメントメッ
セージ

新技術追求の未来指向企業として、「ハイテクノロ
ジーによる限りない未来の創造」を目指す 新技術追求の未来指向企業

社「ITEC」の4文字に。Intelligence（鉄と知性）、
Technology（技術）、Efficiency（効率）、Communication
（会話）の意を込める

・鉄鋼メーカーと、多種多様なエンドユーザーを結ぶ
「鉄の商社」として、ニーズにあわせた供給システムと
高精度な鋼材加工の技術で、地域に密着した営業展
開をはかる
・全自動NCマシンを導入し、条鋼類から鋼板類、鋼管
類までさまざまな鉄鋼製品の各種加工を手掛け、また
コンピュータによる生産管理や、各事業所のオンライン
ネットワーク化など、つねに業界をリード

統合サービス

19 ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

20 ○ ・ブランドビジョン
・シンボルマーク

・活気、感動、発見を提供する
・地域と真正面から向き合い、地域や自分の生活環
境をもっと快適にしたいという「想い」を抱く人のやる
気を喚起する

やる気を喚起して人々を動かすメディア企業
・人の輪を広げｔる
・私たち自身もやる気になり動く人々の輪に加わる
・探究心、好奇心を大切にする

＊ ＊

21 ○
・社長挨拶文
・企業理念
・経営目標
・社員行動基準等

・顧客の期待を超える製品を伝統と革新の技術で創
造する
・顧客第一主義のもと信頼の製品を提供し社会的責
任をグローバルに遂行する
・高い志と情熱を持つ社員のために企業風土を実現

船舶用エンジン周辺センサーの世界ナンバーワン
企業

1.企業の歴史を尊重する
2. 企業の現状を理解する
3. 企業の将来に貢献する

誠実な行動、環境と安全、社会との調和

電機、電子分野で先端技術の研鑽に励み、各種セン
サー技術で国内外の高い評価を得る 海外展開（市場開拓）

22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

23 ○ 企業理念
POLARG
　北極星のように人々に明るい目印となる。
　ゆったりと・堂々と輝く光を提供し続ける

世界のトップクラスの品質とグローバルなデザイン
で、あの灯具、あの電球とは違うカーウェアを提供
する企業となる

・ひとつひとつに世界トップレベルの品質とコストを追求
・いいものこそ安く”をつくる

・世界の小糸とのパートナーシップ
・1秒／1個の生産を可能にした国内最高速ラインと、検
査工程までの完全ＦＡ化ラインによるコストと品質の追
求

特定企業との関係構
築

24 ○ ・社長挨拶文
・経営理念

新たなる価値の創造を目指し、私達は、お客様と共
に生き、お客様の抱える問題を解決し続けます。 ＊

・御客様と共に成長する「共生」という価値を目指す

・社員個々の存在や能力を認め合いながらも競い合うこ
とを忘れず、共に成長し、生きていくことが肝要です。周
囲の環境や社会との対話に努め、切磋琢磨し、翻っては
それが又お客様の利益へと還元されること

・スパーマーケットに特化したクリエイティブ集団
　　チラシ、セールスプロモーション、Web広告 ニッチ

25 ○
・社長挨拶文
・社是・経営理念・行
動指針

・社員の物心両面の幸福を追求し、同時に人類社会
の進歩・発展・幸福に貢献する

・社会・お客様・社員から期待され、成長と発展し続
ける企業を目指す

・「経営の究極の目的は、利益を上げることではない。人
間に幸せと喜びを与えることを常に考え、実行していく。
その結果が利益となる」
・利他をもって自利となす
・規律と自由、お客様優先、姿勢、挑戦、自覚

・自動車の非鉄金属部品・素材の商社機能に特化
・素材メーカーとの太いパイプ
・全国展開したネットワークと、ソリューション型営業
・無在庫販売システム
・経営利益の社会（税）、社員、企業間での公正分配

ＱＣＤ

26 ○ ・企業理念
Fit your feet, fit your walk―誰の足にも歩きにも
ぴったりする商品を提供し、お客様にささやかながら
幸せの一片をお届けする

“履き、歩く”ことの快適さをとことん考え、品質にこ
だわったサンダルや靴を作る企業

・デザインの担当者も生産の担当者も営業や管理の担
当者も、どうすればお客様に喜んでいただけるかだけを
考えて作る
・みんなが同じ気持ちで店頭に並ぶ商品を作っている

・創業60年以上の歴史の中で培ったノウハウと技術
力、デザインから生産までを行う一貫体制で、お客様
の競争力アップに貢献するOEM・ODM生産を行う
　　：　デザイン、素材からの提案
　　：　世界中からの素材調達
　　：　注文変更への柔軟な対応
　　：　高品質

統合サービス

企業番
号

（付表）

付表１　　長寿高業績企業の経営理念・経営戦略（１）
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　　ＨＰの概要   経営理念 　経営戦略
ＨＰ 理念等の明示 ミッション ビジョン　（分野と特徴・地位） 行動規範 内容 区分

27 ○ ・社長挨拶文
・社是

塗料とコーティングフィルムを通じて、より豊かな社
会の実現を目指す

「創造力と開発力」を強化し、新規分野の開拓や海
外戦略の充実を図り、世界に求められる創造企業 ・社是　和信第一、品質第一、奉仕第一、内容第一

・「木材用塗料事業」（国l内シェアトップ）、「フィルム関
連事業」（高評化）の２つのコア事業を明確化
・「大連和信塗料」、「和信貿易（大連）」、「ベトナム和
信」などの海外関連会社を中心に海外展開も積極的に
推進

海外展開（市場開拓）

28 ○
・社長挨拶文
・企業理念と行動憲
章

・情報関連技術、小型精密加工組立をコアとする技
術集団として、革新的行動を持って社会に貢献する

・小型精密加工・組立技術をコアに｢最小の材料で
最大の効果をあげる企業を目指す
・成長分野、成長地域で事業展開をおこなうグロー
バル企業

・行動憲章　安全品質、誠実公正、情報公開、
　　　　　　　人間性尊重、環境保全、良き企業市民
　　　　　　　グローバル企業

・単なる規模の拡大を図るだけでなく、成長産業かつ
ニッチな市場で事業を展開していく
・早い時期から常に世界に目を向け、生産・販売におい
てグローバルな展開を図る

海外展開（市場開拓）

29 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・品質方針

・お客様の夢を満足する機能と品質・価格を両立し、
相互の信頼と協力を築き社会に貢献する

私たちが目指すのは、大市場の中にあるニッチな分
野でのオンリーワン企業

・品質方針
　　当社技術の駆使による顧客ニーズへの対応
　　継続的改善による品質不具合の撲滅
　　従業員と経営者のベクトル合わせ

・ターゲット市場をセグメントし、そこに集中して他社
が模倣できない独自技術を持つニッチ戦略
　　；　『機械技術』『電気技術』『ロボット技術』を
　　　　駆使して製造ラインの自動化を推進する
　　　　総合システム力の構築

ニッチ

30 ○ ・社長挨拶文
・基本理念

人に優しい製品つくり、地域に優しい企業つくりで、
豊かな未来に貢献する

・家庭紙製造のトップメーカー
・絶対に潰れない会社

・共存共栄の精神
・心から和をもって協力しあい、常に向上心をもって進
み、共に栄える心
・先見性、合理性、安全性

・積極的に設備の近代化を図る
・製品の品質向上を常に図り、消費者ニーズに適うも
のを提供する
・人材の適切な登用と社員教育の徹底を期する

ニッチ

31 ○
・社長挨拶文
・経営理念、社訓、
基本戦略

当社が多くの人々にとって欠くべからざる存在となる
よう、比類なき独自性と質を追求すること

全ての旭洋工業に関わる人々にとって、豊かで　価
値のある　有意義な成果を継続的に生み出していけ
る会社

・責任の完遂、規律の厳守、友愛と団結

・グローバル、協調と共存共栄、人材育成と活用

・企画・構想から加工組立まで一貫した生産体制を持
ち、万全な品質管理により、信頼性の高い製品を生
産、より良い製品を、より早く、より廉価に、お客様にお
届けする
・タイに現地法人ＫＩＴ（ＫＹＯＫＵＹＯ ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＴＨ
ＡＩＬＡＮＤ））を立ち上げ、さらに2012年にはインドネシア
にＫＩＩＮ（ＫＹＯＫＵＹＯ ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ）を
立ち上げる

海外展開（生産シフト）

32 ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

33 ○ ＊ 時代の変化とニーズにあわせ、アスファルトの新し
いカタチを社会へ示すこと ＊ ＊ 「防水材料」から「マルチ製品」へとシフト ＊

34 ○ ・社長挨拶文 新製品の開発に努め、その技術を蓄え、数多くの特
許を取得し、世界の自動車産業の発展に寄与する

・お客様に支持される真のグローバル企業

・世界の顧客に信頼される企業
創造と和の精神

アメリカ、タイ、中国、台湾(TA)、インドネシア(TA)の製
造拠点、ドイツ、フランス、韓国の販売拠点に加え、イン
ド、ロシア、ブラジル、東欧諸国を視野に展開する

海外展開（生産シフト）

35 ○ ・社長挨拶文 ＊ 総合物流会社を目指す ＊

・運搬荷役業・梱包業・トラック輸送・重量物運搬据付・
倉庫業・通関業・産業廃棄物収集運搬業など、幅広い
業務内容を展開する
・静岡地区（富士・沼津・磐田）、関東地区（横浜・大田
原）、中国（浙江省杭州）の各営業所・工場を中心に営
業活動を展開

海外展開（市場開拓）

36 ○ ・社長挨拶文
・企業理念

全社員の物・心両面の幸福を追求すると同時に、
国・地域の進歩発展に貢献する ＊ 環境を大切にする会社です。

・良い紙を安価でつくりお客様に喜んで頂く
・電気はLNGによるコージェネレーションシステムにより
電気と蒸気のエネルギー効率を高め、さらに太陽光に
よる発電を行い、依田原工場は自家発電で賄い、余っ
た電気は売電
・抄紙工程で発生した製紙スラッジはグループ会社に
て全て再利用し、段ボールくずを粉砕した天ぷら油処
理パック・ミーちゃん生野菜(ネコ草)、ティッシュの損紙
を粉砕してのペットシーツ・ネコ砂等を開発

ニッチ

37 ＊ ＊ （メディアスホールディングス(株)の子会社） ＊ ＊ ＊ ＊

38 ○ ・社長挨拶文
・経営理念・社是

お客様、取引先、会社・社員の三位一体の利益を追
求することによって、人と人との連帯を生み、豊かな
生活を提唱し、社会に貢献する

お客様から最も支持される地域一番の小売店とな
ること 信頼・利益・感謝

・品揃えの豊富さで応える総合店と、高度かつ複雑化し
たニーズに対応する専門店を展開
・価格はもちろんのこと、お客様の立場に立った接客
サービス、常に新たな発見と、選ぶ喜びをもたらす魅
力的な商品構成、快適で楽しいショッピングを提案する
売場環境など、店舗運営のすべてにおいてお客様を優
先する

地域性

39 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・社訓

・快適で豊かな生活環境の創造を目指す
・活発な企業活動と人づくりによる社会貢献
・たゆまぬ従業員の生活向上

＊ 信頼、努力、創造 興味ある工夫と改善、丁寧かつ高度な創造をするため
の技術取得に専念 ＊

40 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・コーポレートメッセ
イジ

・食卓の笑顔・家族の団らん・人々の幸せを追求しま
す

まごころのこもった企業活動を通して、多くの人々
から、そして地球から愛される企業

・製品の源泉は地球の恵み・海や大地の産物と考えます
・私たちは資源を大切に扱います
・自然の恵みをそのままお客様に提供するのではなく、
暮らしや時代に即したおいしい状態でお届けする

●原料仕入から製造、さらに販売に至るまでの一貫体
制
（製造）自社、子会社の直営工場のほか約80の関連協
力工場
（販売）北海道から沖縄まで、全国に30数ヶ所の支店・
営業所を設置
(調達）経営基盤世界中を飛び回り、原料を調達

海外展開（市場開拓）

41 ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

42 ○ ＊
・地球環境にやさしい天然ガスを通じて、地域社会に
貢献
・熱海の都市ガスエネルギーの安定供給と保安の
確保

熱海のガスエネルギーを担う企業 ＊ ＊ ＊

43 ○ 社是、経営理念、行
動指針 ・人が幸せを感じ、感動して頂くことを提案する ・心豊かになる生活提案を続け、お客様の感動と、

従業員の成長と幸福を追求すうｒ企業 ・創造性の発揮、発想の転換、困難の克服、新たな飛躍 ＊ ＊

44 ○ 企業理念 ・すべての女性を美しく 夢を語り、夢を共有し、夢を実現する会社 ・人と人、心と心、大切に
・安定、安全、独創性

・一から提案できる「商品企画・開発」から「製造」「販
売・エステティック」まで、一貫する道を選びました。
・お客様が美しくなっていくプロセスをお客様と一緒に実
感

統合サービス

45 ○ 社長挨拶文 お客様のニーズにお応えし、マーケティング戦略上
の強力なパートナーであり続ける

パッケージと印刷の２つの機能を併せ持つパッケー
ジ印刷のパイオニアです。 信じられると愛されるはイコール

・企画から印刷加工までの一貫体制であらゆるニーズ
に対応
・最新の印刷、加工技術を取り入れ、品質管理の徹底
により高品質、高付加価値のパッケージを安定的に供
給する
厳密を極める検査体制を確立。妥協なき品質管理によ
り、高信頼を築きます。

ニッチ

46 ○ 社長挨拶文 人間性を尊重した豊かな生活環境を社会に提供す
る

資源と環境の未来を見詰め、顧客に誠意を尽くし
地域社会の発展に貢献 総合建築と発砲スチロール製造の２本立て ＊ ＊

47 ○ ・社長挨拶文
・企業理念 お客さま・地域とともに歩む 真に地域に根ざした企業へ 「何よりもお客さまの利益を優先しよう」 ・お客さまのニーズを捉えた地域密着型の売場づくり

・統合した両社それぞれが持つ強みの融合と深化 地域性

48 ○ ＊ 陸・海・空の運送手段をコーディネートし、お客様に
最適な物流サービスを提供する

提案型総合物流企業
　：お客様のニーズを基に、最適なプランを発信

・継続的提案と改善に取り組み、常に顧客との信頼関係
の維持・向上を図る
・堅実経営と自由な社風

（国内）最新の配送センターと多彩な倉庫群
（海外）海外拠点とのスクラムでドア・ト・ドアの一貫輸
送を提供

海外展開（生産シフト）

企業番
号

（付表２）　長寿低業績企業の経営理念・経営戦略 7 8
　　ＨＰの概要   経営理念 　経営戦略

会社名 ＨＰ 理念等の明示 ミッション ビジョン　（分野と特徴・地位） 行動規範 内容 区分
1 ○ － 温もりを大切にしたおもてなしと多彩な楽しみ方をお届け

する － － － －

2 － － － － － － －
3 － － － － － － －
4 ○ ・社長挨拶文 新しい世紀の要望にチャレンジする － 愛情と感謝、日常の小さな幸せのお手伝い － －
5 ○ － － － － － －
6 ○ － － － － － －

7 ○ ・社長挨拶文
・経営理念

・時代と共に変化する環境を､開発力･技術力･人財力で
未来を耕す
・社会に役立つ商品の創造を通じて、豊かな文化と暮ら
しの向上を追求する

常に業界の最先端を走る企業 ・製品の品質は常に新時代にふさわしい感覚を盛り込ん
だ最高峰を目指す

・開発から完成品まで手がける一貫生産体制を貫きお
客様のニーズに対応する商品を提供
・ヤンマー農機(現ヤンマー株式会社)と提携しヤンマー
ブランドの防除機､そして現在の主力である管理機の生
産

統合サービス

8 ○ － － ティッシュペーパーにおける業界のパイオニア
・安定した経営基盤と旺盛なチャレンジ精神で高い技術
力を養う
・速さ、確かさ、信頼

製造直販体制による格安・短納期の実現 ＱＣＤ

9 ○ ・社長挨拶文 お客様が求める仕様の商品を、高い品質、低コスト、短
納期で提供する － 創る

・顧客が要望するテーマを基に、設計開発から製品化
まで、全て行える技術を保有
・ボーダーレス時代に先駆け、１９６７年から輸出が始
まり、現在では技術提携、製品輸入、海外での生産
等、海外との交流を活発に行っております。

海外展開（市場開
拓）

10 ○ － － － － １９９０年　中国福建省に福州山本服装有限公司を
100%独資にて設立

海外展開（生産シフ
ト）

11 ○ － － － － － －

12 ○ ・経営理念 おいしくて安全で安定したお菓子を作り販売し続けること － 清水物産のお菓子は人々を幸せにできる － －

13 ○ ・社長挨拶 お客様の信用と品質を第一に、常に時代のニーズに
対応した商品開発により「食卓の幸せ」を追求

「食卓に安心・安全、健康とおいしさ」をお届けする
企業

新しい市場変化への対応につとめ、安全、安心、おいしさ
を踏まえた生活者ニーズに応える

・家庭用生パン粉のパイオニアメーカー
・富士山の湧き水で仕込んで完成した「ぬかみそ漬け
の素」

ニッチ

14 ○ ・社長挨拶文
・経営理念 お客様に高品質のカバーを適正なコストで提供 ・工作機械ハウジングカバーのパイオニア 独立の精神を基調として、創意を尊び、品位の高い製品

をつくり、つねに社会に奉仕す
・製品開発力と同時に3Ｄ設計の対応ができる開発要
員の充実 ニッチ

15 － － － － － － －

16 ○ ・わたやすの考え方 ・良き品を真心こめて安く売る
・眠りから始まる美しい時間をより豊かなものに 信頼と実績ある寝具インテリア専門店 ・伝統に甘えず、伝統は日々作る

・老舗だからこそ進化する ・布団、寝具、インテリアまでトータルサポートを提供 統合サービス

17 ○ ・社長挨拶文
・経営理念

暮らしと溶け合う遊空間創りを通じて、笑顔溢れる街づく
りのお手伝いをします － 元気！チャージ　UPLY、公正・安全・清潔

・やみくもな多店舗展開志向や射幸心をあおる売上至
上主義は捨て、規模よりも１軒単位のクオリティを充実
させる
・人と人の触れ合いを基本に置いたクオリティの高い営
業。それは、人間力に裏打ちされた「ソフト面での差別
化」の実現

ＱＣＤ

18 ○ ・経営方針
・これからの食料問題解決のためのお手伝いをさせて頂
き社会のお役に立ちたい
・深奥の恵みワサビで健康を

－ 真摯と誠実、伝統に培われた独自製品、美味しい日用
品・贈り物として全国に、新鮮第一 － －

19 ○ ・企業理念
・環境との共存を考えながら、住まいはもっと個性的で楽
しいものだということを伝える
・家族の個性、お客様のライフシーンにふさわしい、暮ら
すことが楽しくなる自由で斬新な家を創る

住まいのコンシェルジュ達が集う「創作工房」であり
たい 安心素材、安全、快適、デザイン、商品開発

・高品質ロングライフ住宅
・高い住宅性能を有し、個性あふれるデザインとプラ
ン、住んでからも安心のサポート体制で、住み継ぐ住
まいを実現

統合サービス

20 ○ ・企業理念
・社長挨拶文

健康アドバイザーであるヤクルトスタッフと、それを全力
でバックアップする会社、そしてなによりお客さま、この
すべてが健康を通して幸せになる

お客様に愛される地域での健康応援企業

・お客さま一人一人に感謝する“おもてなしの心”
・お客さまの健康で楽しい生活づくりになくてはならない
真のパートナーとして“温かいふれあい”
・代田イズム（予防医学、健腸長寿、誰もが入手できる価
格）

－ －

21 ○ ・社長挨拶文

・提案営業とエンジニアリング力で社会に貢献
・「優れたエレクトロニクス商品の販売とエンジニアリング
サービスによって、あらゆる住空間の快適環境づくりで
業界の繁栄と地域社会の発展の為に新たな価値づくり
に貢献」

－ マーケティング・情報・エンジニアリング・物流を中心とし
た機能を通じて社会的ニーズに対応

・ストック需要の掘り起こし、情報ネットワークの構築に
対しハード・ソフトの両面からソリューションをご提供す
る

統合サービス

22 ○ ・経営理念 紳商たる自覚の下に流通経済を担当し、社会に対して新
しい価値を創造すること － － － －

23 ○ ・企業理念
・社長挨拶文 顧客満足の創出 ・魅力ある企業

・日本一のプロ集団
・誠実な企業活動、人間尊重、環境との調和、社会との
調和

・顧客第一主義に徹すると同時に各部門に最新デジタ
ル機器を装備することにより生産システムの一貫性を
実現し、ハード、ソフト両面での最新技術の提供
・印刷紙器を中心に、その他多種多様なメディアの企
画立案から製品完成に対応する

統合サービス

24 ○ ・社長挨拶文 ・創造への献身 地域に密着した総合建設業者として、一般住宅から
大規模な公共施設に至るまで幅広く手懸ける企業 技術と信頼の積み重ね

・長年の蓄積された技術力を生かす事はもとより、常に
新しい技術を追求し、建設物の品質向上、様々なお客
様のニーズへの適切な対応

統合サービス

25 ○ ・社長挨拶文 世界の冠たるの日本造船産業の一翼を担って躍進を続
け、社会に貢献 － －

・技術と信頼で幅広いニーズに応える
・漁船を主軸に、官庁船（調査船・実習船・取締船等）貨
物船、特殊船を手がける

ニッチ

26 － － － － － － －

27 ○ ・社長挨拶文 お客様へ「安心と安全」をお届けする 倉庫業務に加え、輸配送、流通加工、通関業務
等々の関連事業を含めた、総合物流企業

・誠実な業務運営、誠意と情熱
・顧客と地域社会に、信頼と協調の関係を築き、活力ある
社風を目指して参ります。

東海・関東・北陸の地に事業所を配し、各々の連
携とネットワークを強め、 関連会社との機動力を発
揮

統合サービス

28 ○ ・メッセージ
・基本方針

優れた建材製品の製造・販売を通じて、より良い住空間
の創造に貢献する 強い総合建材メーカー

「誠実」という言葉を社訓の１つとし、モノづくりに励んでま
いりました。社会、人、製品、何事に対しても正面から向
き合い、裏表なく、真摯に取り組む

・素材メーカーで培ってきた技術をベースに環境を視野
に入れたモノづくりに取り組ん
・モノづくり、セールスサービスの両面において「より良
い製品を、より安く、より早く

ＱＣＤ

29 ○ － － － － － －
30 ○ － － － － － －
31 ○ － － － － － －
32 ○ － － － － － －
33 － － － － － － －

34 ○ － ・毎日フレッシュをご家庭に
・家族みんなの笑顔を演出する － 安全、新鮮、安価 － －

35 ○ ・挨拶文 ・企業を通して社会に貢献し、働く人の命を守る ・表面処理のプロフェッショナル
・業界トップクラスの技術力

継続は最大の力なり、日々最大の努力を重ね精進する
こと

・他社には出来ない独自の技術で製品の内面まで、ム
ラなくメッキを施すことを可能にしました。
・亜鉛メッキをはじめとし、つきまわりに優れているカチ
オン塗装など、幅広い表面処理技術を持つ

ニッチ

36 ○ ・大宮精機のご案内
半世紀以上にわたる電線被覆に関するノウハウと、設計
から部品加工・組立まで一貫して行う技術電線産業およ
び社会に対して貢献する

－ － 半世紀以上にわたる電線被覆に関するノウハウと、設
計から部品加工・組立まで一貫して行う技術 統合サービス

37 ○ ・社長挨拶
・会社理念

お客様にご愛顧戴けることを最大の喜びとし、お客様と
のコミュニケーションを密にして、 期待通りの品質を提供
すること

－

・弾む声で明るい挨拶、思いやりと扶合い、知恵を絞ろう
全員で
・お客様を大切に、常に変化に対応した行動力を以って
目標に挑戦しよう。経営行動は情熱と創造力で達成し、
具体的数字で評価しよう。自己の能力を高め、新しい業
務を達成する知性を蓄積しよう。苦楽を共に分かち合い』
限り無い前進をしよう。

－ －

38 ○ － 独創技術でリサイクルの理念を完成形に導く － 活かして、捨てない － －
39 － － － － － － －
40 － － － － － － －

41 ○ － － － － 自動車内外装主要部品の金型をお客様のニーズに合
わせ高品質・低コスト・短納期にて供給 ＱＣＤ

42 ○ － 現場のすべてをトータルサポート － － 豊富な種類の在庫 ＱＣＤ

43 ○ － － － － 創業６５年の実績に裏付けられた優れた技術と、最新
の設計・製造・設備により信頼性の高い製品を提供 －

44 ○ － ｰ ドライバー・バスガイド・看護師・観光館内までの最
強のプロフェッショナル集団 ｰ

メルセデスベンツ・キャデラックといった高級車を始め、
大型バスまで、パワフルなラインナップを揃えておりま
す

統合サービス

45 － － － － － － －
46 ○ － － － 美しいエコロジー、美しいスタンダード － －

47 ○ ・社長挨拶文 人と文化、そして自然環境の美しい円環を描き出す
主として国内からチップを調達し、パルプから紙ま
での一貫生産を行なう独立系クラフト紙専業メー
カー

全員参加の創意工夫、安定供給と品質向上、プロ意識
・クラフト紙といわれる農産物や化学品向けの袋用原
紙やショッピングなどの包装用紙を中心に、更にはステ
ンレス合紙を始めとする産業用特殊紙などの生産

ニッチ

付表２　　長寿高業績企業の経営理念・経営戦略（２）
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　　ＨＰの概要   経営理念 　経営戦略
ＨＰ 理念等の明示 ミッション ビジョン　（分野と特徴・地位） 行動規範 内容 区分

27 ○ ・社長挨拶文
・社是

塗料とコーティングフィルムを通じて、より豊かな社
会の実現を目指す

「創造力と開発力」を強化し、新規分野の開拓や海
外戦略の充実を図り、世界に求められる創造企業 ・社是　和信第一、品質第一、奉仕第一、内容第一

・「木材用塗料事業」（国l内シェアトップ）、「フィルム関
連事業」（高評化）の２つのコア事業を明確化
・「大連和信塗料」、「和信貿易（大連）」、「ベトナム和
信」などの海外関連会社を中心に海外展開も積極的に
推進

海外展開（市場開拓）

28 ○
・社長挨拶文
・企業理念と行動憲
章

・情報関連技術、小型精密加工組立をコアとする技
術集団として、革新的行動を持って社会に貢献する

・小型精密加工・組立技術をコアに｢最小の材料で
最大の効果をあげる企業を目指す
・成長分野、成長地域で事業展開をおこなうグロー
バル企業

・行動憲章　安全品質、誠実公正、情報公開、
　　　　　　　人間性尊重、環境保全、良き企業市民
　　　　　　　グローバル企業

・単なる規模の拡大を図るだけでなく、成長産業かつ
ニッチな市場で事業を展開していく
・早い時期から常に世界に目を向け、生産・販売におい
てグローバルな展開を図る

海外展開（市場開拓）

29 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・品質方針

・お客様の夢を満足する機能と品質・価格を両立し、
相互の信頼と協力を築き社会に貢献する

私たちが目指すのは、大市場の中にあるニッチな分
野でのオンリーワン企業

・品質方針
　　当社技術の駆使による顧客ニーズへの対応
　　継続的改善による品質不具合の撲滅
　　従業員と経営者のベクトル合わせ

・ターゲット市場をセグメントし、そこに集中して他社
が模倣できない独自技術を持つニッチ戦略
　　；　『機械技術』『電気技術』『ロボット技術』を
　　　　駆使して製造ラインの自動化を推進する
　　　　総合システム力の構築

ニッチ

30 ○ ・社長挨拶文
・基本理念

人に優しい製品つくり、地域に優しい企業つくりで、
豊かな未来に貢献する

・家庭紙製造のトップメーカー
・絶対に潰れない会社

・共存共栄の精神
・心から和をもって協力しあい、常に向上心をもって進
み、共に栄える心
・先見性、合理性、安全性

・積極的に設備の近代化を図る
・製品の品質向上を常に図り、消費者ニーズに適うも
のを提供する
・人材の適切な登用と社員教育の徹底を期する

ニッチ

31 ○
・社長挨拶文
・経営理念、社訓、
基本戦略

当社が多くの人々にとって欠くべからざる存在となる
よう、比類なき独自性と質を追求すること

全ての旭洋工業に関わる人々にとって、豊かで　価
値のある　有意義な成果を継続的に生み出していけ
る会社

・責任の完遂、規律の厳守、友愛と団結

・グローバル、協調と共存共栄、人材育成と活用

・企画・構想から加工組立まで一貫した生産体制を持
ち、万全な品質管理により、信頼性の高い製品を生
産、より良い製品を、より早く、より廉価に、お客様にお
届けする
・タイに現地法人ＫＩＴ（ＫＹＯＫＵＹＯ ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＴＨ
ＡＩＬＡＮＤ））を立ち上げ、さらに2012年にはインドネシア
にＫＩＩＮ（ＫＹＯＫＵＹＯ ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ）を
立ち上げる

海外展開（生産シフト）

32 ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

33 ○ ＊ 時代の変化とニーズにあわせ、アスファルトの新し
いカタチを社会へ示すこと ＊ ＊ 「防水材料」から「マルチ製品」へとシフト ＊

34 ○ ・社長挨拶文 新製品の開発に努め、その技術を蓄え、数多くの特
許を取得し、世界の自動車産業の発展に寄与する

・お客様に支持される真のグローバル企業

・世界の顧客に信頼される企業
創造と和の精神

アメリカ、タイ、中国、台湾(TA)、インドネシア(TA)の製
造拠点、ドイツ、フランス、韓国の販売拠点に加え、イン
ド、ロシア、ブラジル、東欧諸国を視野に展開する

海外展開（生産シフト）

35 ○ ・社長挨拶文 ＊ 総合物流会社を目指す ＊

・運搬荷役業・梱包業・トラック輸送・重量物運搬据付・
倉庫業・通関業・産業廃棄物収集運搬業など、幅広い
業務内容を展開する
・静岡地区（富士・沼津・磐田）、関東地区（横浜・大田
原）、中国（浙江省杭州）の各営業所・工場を中心に営
業活動を展開

海外展開（市場開拓）

36 ○ ・社長挨拶文
・企業理念

全社員の物・心両面の幸福を追求すると同時に、
国・地域の進歩発展に貢献する ＊ 環境を大切にする会社です。

・良い紙を安価でつくりお客様に喜んで頂く
・電気はLNGによるコージェネレーションシステムにより
電気と蒸気のエネルギー効率を高め、さらに太陽光に
よる発電を行い、依田原工場は自家発電で賄い、余っ
た電気は売電
・抄紙工程で発生した製紙スラッジはグループ会社に
て全て再利用し、段ボールくずを粉砕した天ぷら油処
理パック・ミーちゃん生野菜(ネコ草)、ティッシュの損紙
を粉砕してのペットシーツ・ネコ砂等を開発

ニッチ

37 ＊ ＊ （メディアスホールディングス(株)の子会社） ＊ ＊ ＊ ＊

38 ○ ・社長挨拶文
・経営理念・社是

お客様、取引先、会社・社員の三位一体の利益を追
求することによって、人と人との連帯を生み、豊かな
生活を提唱し、社会に貢献する

お客様から最も支持される地域一番の小売店とな
ること 信頼・利益・感謝

・品揃えの豊富さで応える総合店と、高度かつ複雑化し
たニーズに対応する専門店を展開
・価格はもちろんのこと、お客様の立場に立った接客
サービス、常に新たな発見と、選ぶ喜びをもたらす魅
力的な商品構成、快適で楽しいショッピングを提案する
売場環境など、店舗運営のすべてにおいてお客様を優
先する

地域性

39 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・社訓

・快適で豊かな生活環境の創造を目指す
・活発な企業活動と人づくりによる社会貢献
・たゆまぬ従業員の生活向上

＊ 信頼、努力、創造 興味ある工夫と改善、丁寧かつ高度な創造をするため
の技術取得に専念 ＊

40 ○
・社長挨拶文
・経営理念
・コーポレートメッセ
イジ

・食卓の笑顔・家族の団らん・人々の幸せを追求しま
す

まごころのこもった企業活動を通して、多くの人々
から、そして地球から愛される企業

・製品の源泉は地球の恵み・海や大地の産物と考えます
・私たちは資源を大切に扱います
・自然の恵みをそのままお客様に提供するのではなく、
暮らしや時代に即したおいしい状態でお届けする

●原料仕入から製造、さらに販売に至るまでの一貫体
制
（製造）自社、子会社の直営工場のほか約80の関連協
力工場
（販売）北海道から沖縄まで、全国に30数ヶ所の支店・
営業所を設置
(調達）経営基盤世界中を飛び回り、原料を調達

海外展開（市場開拓）

41 ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

42 ○ ＊
・地球環境にやさしい天然ガスを通じて、地域社会に
貢献
・熱海の都市ガスエネルギーの安定供給と保安の
確保

熱海のガスエネルギーを担う企業 ＊ ＊ ＊

43 ○ 社是、経営理念、行
動指針 ・人が幸せを感じ、感動して頂くことを提案する ・心豊かになる生活提案を続け、お客様の感動と、

従業員の成長と幸福を追求すうｒ企業 ・創造性の発揮、発想の転換、困難の克服、新たな飛躍 ＊ ＊

44 ○ 企業理念 ・すべての女性を美しく 夢を語り、夢を共有し、夢を実現する会社 ・人と人、心と心、大切に
・安定、安全、独創性

・一から提案できる「商品企画・開発」から「製造」「販
売・エステティック」まで、一貫する道を選びました。
・お客様が美しくなっていくプロセスをお客様と一緒に実
感

統合サービス

45 ○ 社長挨拶文 お客様のニーズにお応えし、マーケティング戦略上
の強力なパートナーであり続ける

パッケージと印刷の２つの機能を併せ持つパッケー
ジ印刷のパイオニアです。 信じられると愛されるはイコール

・企画から印刷加工までの一貫体制であらゆるニーズ
に対応
・最新の印刷、加工技術を取り入れ、品質管理の徹底
により高品質、高付加価値のパッケージを安定的に供
給する
厳密を極める検査体制を確立。妥協なき品質管理によ
り、高信頼を築きます。

ニッチ

46 ○ 社長挨拶文 人間性を尊重した豊かな生活環境を社会に提供す
る

資源と環境の未来を見詰め、顧客に誠意を尽くし
地域社会の発展に貢献 総合建築と発砲スチロール製造の２本立て ＊ ＊

47 ○ ・社長挨拶文
・企業理念 お客さま・地域とともに歩む 真に地域に根ざした企業へ 「何よりもお客さまの利益を優先しよう」 ・お客さまのニーズを捉えた地域密着型の売場づくり

・統合した両社それぞれが持つ強みの融合と深化 地域性

48 ○ ＊ 陸・海・空の運送手段をコーディネートし、お客様に
最適な物流サービスを提供する

提案型総合物流企業
　：お客様のニーズを基に、最適なプランを発信

・継続的提案と改善に取り組み、常に顧客との信頼関係
の維持・向上を図る
・堅実経営と自由な社風

（国内）最新の配送センターと多彩な倉庫群
（海外）海外拠点とのスクラムでドア・ト・ドアの一貫輸
送を提供

海外展開（生産シフト）

企業番
号

（付表２）　長寿低業績企業の経営理念・経営戦略 7 8
　　ＨＰの概要   経営理念 　経営戦略

会社名 ＨＰ 理念等の明示 ミッション ビジョン　（分野と特徴・地位） 行動規範 内容 区分
1 ○ － 温もりを大切にしたおもてなしと多彩な楽しみ方をお届け

する － － － －

2 － － － － － － －
3 － － － － － － －
4 ○ ・社長挨拶文 新しい世紀の要望にチャレンジする － 愛情と感謝、日常の小さな幸せのお手伝い － －
5 ○ － － － － － －
6 ○ － － － － － －

7 ○ ・社長挨拶文
・経営理念

・時代と共に変化する環境を､開発力･技術力･人財力で
未来を耕す
・社会に役立つ商品の創造を通じて、豊かな文化と暮ら
しの向上を追求する

常に業界の最先端を走る企業 ・製品の品質は常に新時代にふさわしい感覚を盛り込ん
だ最高峰を目指す

・開発から完成品まで手がける一貫生産体制を貫きお
客様のニーズに対応する商品を提供
・ヤンマー農機(現ヤンマー株式会社)と提携しヤンマー
ブランドの防除機､そして現在の主力である管理機の生
産

統合サービス

8 ○ － － ティッシュペーパーにおける業界のパイオニア
・安定した経営基盤と旺盛なチャレンジ精神で高い技術
力を養う
・速さ、確かさ、信頼

製造直販体制による格安・短納期の実現 ＱＣＤ

9 ○ ・社長挨拶文 お客様が求める仕様の商品を、高い品質、低コスト、短
納期で提供する － 創る

・顧客が要望するテーマを基に、設計開発から製品化
まで、全て行える技術を保有
・ボーダーレス時代に先駆け、１９６７年から輸出が始
まり、現在では技術提携、製品輸入、海外での生産
等、海外との交流を活発に行っております。

海外展開（市場開
拓）

10 ○ － － － － １９９０年　中国福建省に福州山本服装有限公司を
100%独資にて設立

海外展開（生産シフ
ト）

11 ○ － － － － － －

12 ○ ・経営理念 おいしくて安全で安定したお菓子を作り販売し続けること － 清水物産のお菓子は人々を幸せにできる － －

13 ○ ・社長挨拶 お客様の信用と品質を第一に、常に時代のニーズに
対応した商品開発により「食卓の幸せ」を追求

「食卓に安心・安全、健康とおいしさ」をお届けする
企業

新しい市場変化への対応につとめ、安全、安心、おいしさ
を踏まえた生活者ニーズに応える

・家庭用生パン粉のパイオニアメーカー
・富士山の湧き水で仕込んで完成した「ぬかみそ漬け
の素」

ニッチ

14 ○ ・社長挨拶文
・経営理念 お客様に高品質のカバーを適正なコストで提供 ・工作機械ハウジングカバーのパイオニア 独立の精神を基調として、創意を尊び、品位の高い製品

をつくり、つねに社会に奉仕す
・製品開発力と同時に3Ｄ設計の対応ができる開発要
員の充実 ニッチ

15 － － － － － － －

16 ○ ・わたやすの考え方 ・良き品を真心こめて安く売る
・眠りから始まる美しい時間をより豊かなものに 信頼と実績ある寝具インテリア専門店 ・伝統に甘えず、伝統は日々作る

・老舗だからこそ進化する ・布団、寝具、インテリアまでトータルサポートを提供 統合サービス

17 ○ ・社長挨拶文
・経営理念

暮らしと溶け合う遊空間創りを通じて、笑顔溢れる街づく
りのお手伝いをします － 元気！チャージ　UPLY、公正・安全・清潔

・やみくもな多店舗展開志向や射幸心をあおる売上至
上主義は捨て、規模よりも１軒単位のクオリティを充実
させる
・人と人の触れ合いを基本に置いたクオリティの高い営
業。それは、人間力に裏打ちされた「ソフト面での差別
化」の実現

ＱＣＤ

18 ○ ・経営方針
・これからの食料問題解決のためのお手伝いをさせて頂
き社会のお役に立ちたい
・深奥の恵みワサビで健康を

－ 真摯と誠実、伝統に培われた独自製品、美味しい日用
品・贈り物として全国に、新鮮第一 － －

19 ○ ・企業理念
・環境との共存を考えながら、住まいはもっと個性的で楽
しいものだということを伝える
・家族の個性、お客様のライフシーンにふさわしい、暮ら
すことが楽しくなる自由で斬新な家を創る

住まいのコンシェルジュ達が集う「創作工房」であり
たい 安心素材、安全、快適、デザイン、商品開発

・高品質ロングライフ住宅
・高い住宅性能を有し、個性あふれるデザインとプラ
ン、住んでからも安心のサポート体制で、住み継ぐ住
まいを実現

統合サービス

20 ○ ・企業理念
・社長挨拶文

健康アドバイザーであるヤクルトスタッフと、それを全力
でバックアップする会社、そしてなによりお客さま、この
すべてが健康を通して幸せになる

お客様に愛される地域での健康応援企業

・お客さま一人一人に感謝する“おもてなしの心”
・お客さまの健康で楽しい生活づくりになくてはならない
真のパートナーとして“温かいふれあい”
・代田イズム（予防医学、健腸長寿、誰もが入手できる価
格）

－ －

21 ○ ・社長挨拶文

・提案営業とエンジニアリング力で社会に貢献
・「優れたエレクトロニクス商品の販売とエンジニアリング
サービスによって、あらゆる住空間の快適環境づくりで
業界の繁栄と地域社会の発展の為に新たな価値づくり
に貢献」

－ マーケティング・情報・エンジニアリング・物流を中心とし
た機能を通じて社会的ニーズに対応

・ストック需要の掘り起こし、情報ネットワークの構築に
対しハード・ソフトの両面からソリューションをご提供す
る

統合サービス

22 ○ ・経営理念 紳商たる自覚の下に流通経済を担当し、社会に対して新
しい価値を創造すること － － － －

23 ○ ・企業理念
・社長挨拶文 顧客満足の創出 ・魅力ある企業

・日本一のプロ集団
・誠実な企業活動、人間尊重、環境との調和、社会との
調和

・顧客第一主義に徹すると同時に各部門に最新デジタ
ル機器を装備することにより生産システムの一貫性を
実現し、ハード、ソフト両面での最新技術の提供
・印刷紙器を中心に、その他多種多様なメディアの企
画立案から製品完成に対応する

統合サービス

24 ○ ・社長挨拶文 ・創造への献身 地域に密着した総合建設業者として、一般住宅から
大規模な公共施設に至るまで幅広く手懸ける企業 技術と信頼の積み重ね

・長年の蓄積された技術力を生かす事はもとより、常に
新しい技術を追求し、建設物の品質向上、様々なお客
様のニーズへの適切な対応

統合サービス

25 ○ ・社長挨拶文 世界の冠たるの日本造船産業の一翼を担って躍進を続
け、社会に貢献 － －

・技術と信頼で幅広いニーズに応える
・漁船を主軸に、官庁船（調査船・実習船・取締船等）貨
物船、特殊船を手がける

ニッチ

26 － － － － － － －

27 ○ ・社長挨拶文 お客様へ「安心と安全」をお届けする 倉庫業務に加え、輸配送、流通加工、通関業務
等々の関連事業を含めた、総合物流企業

・誠実な業務運営、誠意と情熱
・顧客と地域社会に、信頼と協調の関係を築き、活力ある
社風を目指して参ります。

東海・関東・北陸の地に事業所を配し、各々の連
携とネットワークを強め、 関連会社との機動力を発
揮

統合サービス

28 ○ ・メッセージ
・基本方針

優れた建材製品の製造・販売を通じて、より良い住空間
の創造に貢献する 強い総合建材メーカー

「誠実」という言葉を社訓の１つとし、モノづくりに励んでま
いりました。社会、人、製品、何事に対しても正面から向
き合い、裏表なく、真摯に取り組む

・素材メーカーで培ってきた技術をベースに環境を視野
に入れたモノづくりに取り組ん
・モノづくり、セールスサービスの両面において「より良
い製品を、より安く、より早く

ＱＣＤ

29 ○ － － － － － －
30 ○ － － － － － －
31 ○ － － － － － －
32 ○ － － － － － －
33 － － － － － － －

34 ○ － ・毎日フレッシュをご家庭に
・家族みんなの笑顔を演出する － 安全、新鮮、安価 － －

35 ○ ・挨拶文 ・企業を通して社会に貢献し、働く人の命を守る ・表面処理のプロフェッショナル
・業界トップクラスの技術力

継続は最大の力なり、日々最大の努力を重ね精進する
こと

・他社には出来ない独自の技術で製品の内面まで、ム
ラなくメッキを施すことを可能にしました。
・亜鉛メッキをはじめとし、つきまわりに優れているカチ
オン塗装など、幅広い表面処理技術を持つ

ニッチ

36 ○ ・大宮精機のご案内
半世紀以上にわたる電線被覆に関するノウハウと、設計
から部品加工・組立まで一貫して行う技術電線産業およ
び社会に対して貢献する

－ － 半世紀以上にわたる電線被覆に関するノウハウと、設
計から部品加工・組立まで一貫して行う技術 統合サービス

37 ○ ・社長挨拶
・会社理念

お客様にご愛顧戴けることを最大の喜びとし、お客様と
のコミュニケーションを密にして、 期待通りの品質を提供
すること

－

・弾む声で明るい挨拶、思いやりと扶合い、知恵を絞ろう
全員で
・お客様を大切に、常に変化に対応した行動力を以って
目標に挑戦しよう。経営行動は情熱と創造力で達成し、
具体的数字で評価しよう。自己の能力を高め、新しい業
務を達成する知性を蓄積しよう。苦楽を共に分かち合い』
限り無い前進をしよう。

－ －

38 ○ － 独創技術でリサイクルの理念を完成形に導く － 活かして、捨てない － －
39 － － － － － － －
40 － － － － － － －

41 ○ － － － － 自動車内外装主要部品の金型をお客様のニーズに合
わせ高品質・低コスト・短納期にて供給 ＱＣＤ

42 ○ － 現場のすべてをトータルサポート － － 豊富な種類の在庫 ＱＣＤ

43 ○ － － － － 創業６５年の実績に裏付けられた優れた技術と、最新
の設計・製造・設備により信頼性の高い製品を提供 －

44 ○ － ｰ ドライバー・バスガイド・看護師・観光館内までの最
強のプロフェッショナル集団 ｰ

メルセデスベンツ・キャデラックといった高級車を始め、
大型バスまで、パワフルなラインナップを揃えておりま
す

統合サービス

45 － － － － － － －
46 ○ － － － 美しいエコロジー、美しいスタンダード － －

47 ○ ・社長挨拶文 人と文化、そして自然環境の美しい円環を描き出す
主として国内からチップを調達し、パルプから紙ま
での一貫生産を行なう独立系クラフト紙専業メー
カー

全員参加の創意工夫、安定供給と品質向上、プロ意識
・クラフト紙といわれる農産物や化学品向けの袋用原
紙やショッピングなどの包装用紙を中心に、更にはステ
ンレス合紙を始めとする産業用特殊紙などの生産

ニッチ

付表３　長寿低業績企業の経営理念・経営戦略


